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経済学研究 38-1
北海道大学 1988.6 

サヴェジ氏の定量的確率，に対する，従属選

択の原理を伴う一個の簡潔なる接近

園

有閑なる読者の存在を空想しつつ，一個の無

用無味なる論述が，浮上した。

第1節。目的。

サヴェジ氏は， サヴェジ [3]， 第3章第2

節， 31頁，最後の段落，から，第3章第3節，

39頁，冒頭の段落，まで，において， rrサヴェ
ジ [3]， 第3章第3節 38頁，下から第2番

目の段落， において， 提示されている， 公準

P6'j，を満たす，定性的確率，に対して，強一

致する，定量的確率，が，一意的に存在するj，

なる事， 但し， この陳述に対する， rサヴェジ
氏が展開している，その議論， との比較におい

て， より精確なる，定式化，及び， より精確，

且つ， より簡潔，なる，証明j， を， 提示する

事，が，筆者のこの論文の目的なのではある

が，を，示している。

このサヴェジ氏の論述においては，園 [5]， 

59(499)頁，左側，において注意した様に，サ

ヴェジ [3]，第3章第3節， 定理3における

第5番目の結論，但し， この定理，及び， この

結論，は，同書の37頁に在る，に対する，略式

証明， 但し， この略式証明は， 同書， 同章同

節， 38頁，冒頭の段落，から，冒頭から第3番

目の段落， まで，において，提示されているの

ではあるが，において，可算無限集合上の或種

の選択関数， の存在， に， 関する， 或仮定，

が，暗黙の内に利用されているのである。この

論文においては，第2節において視る様に， こ
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の仮定を，従属選択の原理 (principleof de-

pending choice)，として，精確に定式化して，

導入する。さらにまた，この論文の第6節にお

いて視る様に，精密比較の公準，これは，サヴ

ェジ氏の公準 P6'，iこ対する， この論文におけ

る呼称である，を，満たす定性的確率，に対す

る， 一個の基本的命題， を， 導く場合におい

て， この従属選択の原理，に対する，利用の様

式，を，明確な形式によって，提示する。

なお，サヴェジ氏による論述においては，

M 重のほとんど一様なる分割 (n-foldalmost 

uniform partition) j，の概念， この概念は，

サヴェジ [3]， 第3章第3節， 34頁， 上から

第3番目の段落中の官頭の文，において導入さ

れる，及び， r精密的 (fine)j，及び， r緊密的
(tight) j， これらの性質達は， 各各， サヴェ

ジ [3]， 第3章第3節， 36頁から37頁にかけ

ての，文，及び， 37頁の冒頭の段落における，

上から，第4行目から第5行自にかけての，

文，において，導入iされる， 及び， rほとんど
同等的 (almostequivalent) j，但し， この2

項関係は， サヴェジ [3]， 第3章第3節， 37 

頁の冒頭の段落における，上から，第1行目か

ら第3行目にかけての，文，において，導入さ

れる，が，利用されるのではあるが，この論文

における論述が示している様に， r精密比較の
公準を満たす定性的確率，に対して，強一致す

る，定量的確率，の，一意的存在j， 即ち， サ

ヴェジ氏の定量的確率，の，一意的存在，を，

導く場合においては， これらの，概念，及び，
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傾向は本議文中で指摘したとおりであるが，そ

れらの僻向はアメザカ企業が相対的に費用面で

よ七毅鍵位に立つことにより強められる結果とな

ってし、る。

次に， 自規制後日本とアメジカの社会鵠厚

生がどのように変化したかをみることとする。

それらは表A1にまとめられているが，容易に
分かるように， central case と較べて民主主の

社会的厚生は減少しアメザカの社会的厚生は増

加している。しかし，個々の事要素を検討してみ

ると，変化しているのは日本とプメザカにおけ

る利業利潤であることが分かるで語うろう。日本

企業の限界費用が高くなることにより，日本企

アメリカ市場で麓争力を失うが，問時に圏

内ャでの科観察を下げて国内薮売と輸出による科

潤を共に減少さぜるのである。

奇襲A1. 自主規制後の社会的厚生の変化

1981 1982 訪83

移rJ 12.018 13.408 13.377 
CJ 6.745 6.743 7.818 
ptJ 1.208 1. 164 0.673 

Pe 4.066 5.501 4.887 
w.4 35.531 35.977 44.220 
CA. 30.189 29.966 35.790 
p.4 4.987 5.邸3 8.017 
GA 。金355 0.377 0.413 

最後に， 自立三議欝がfiわれなかった場合の社

会的憲主主の変化を晃てみよう。これには器、推測j

変動が安定的な場合e. n2* が安定的な場合が

あるが，ここでは前者の結果をまとめておく。

この場合， higher costに対応ずる γ2Fの憶

は845.365x10ぺである。

告主競制がなけれ試， 白木企業は輪出蔀での

収益を大績に低下さぜることとなる。他方，ア

メリカの企業は自主規制によって恩騒な受けて

いることが判る。しかし， これは恵三主規制によ

る務費者の損失とは毅ぶべくも無し、o 1982年に

奇襲A2. 自主笈鋭のない場合の社会的慰金の変化

1981 1982 1983 

WJ 7.971 7.928 8.510 
CJ 6. 745 6.743 7.818 

PtJ 1. 208 1. 164 O. 673 
P2J 。ル018 0.021 0.020 
WA. 40.593 43. 178 50.247 
CA. 35.633 37.769 42.488 
pA 4.411 4.773 7. 113 
GA. 0.54!宮 0.636 0.645 

は， 自主規舗によって消費者余剰は約80億ドル

近く減少しているの」仰r.;0 

この付録の議論は，費男爵数に関する正確な

情報が我々の分析にとって非常に議喪であるこ

とを物語っている。
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設費達"表的!:z撰関係，ーの各?を3むき!腕する
必要のない穏で、ある返さらにまた，これらの，

概念， 及び， 性質違， 及び 2否認関係， さと利用

る，ザヴ Z ジ氏の議論，

様式を用いるのならば，

この論文の論述

fペを，、在意の， iサヴ品ジ氏式に鱗密的」な，

aJ二の定性的議率， とする。

「伍慈の事象，A，及び，意の事象.'B， t::.， 

対して.或毒事象，E，が存在して， iAせEヲ4
B，且つ.A什E=O，IIつ，券会EJJ，の場合，
且つ，その場合に患って.A{.BJJ. 

によって，c忍主の 2項関係; <.， るJ，

なる様式によって，導入される 2要関係，

〈勺私利用する事，に，事基づいて，精確， j立

つ，第潔，に，再構成する事，が，実行できる

のであるc 但し，この再構成の過穏を襲示ずる

事は，この論文の目的ではない。有閑なる

は，もし，この再構成を試みるのならば，無用

無味を得るかもしれない。

1 Joこの論文香 これは， -~自の，頑闘

なる，学術論文，で、はあるのだが，は，必要きな

らば， 日本数学会編集 『岩波数学辞典， 第3

i援Jl;[2 J， をど参照する， なえら事， を， 仮定す

れば，初学者，但し，健全なる慢性の所有者で

なければならない，が，しかしこの，綾，或

いは，後女警は，中学校の金提であってもかま

わないのマある，に， とっても，充分に，

ずる事が可能である，なる意味においてきほと

んど際己完結的，なる性格，を，所有している，

なる事，を， 1:注意するG

2J。通常の数学的論述においては，暗

黙の内に利用されている，背濯法との連認にお

いてき窓集会事 ゆ， が作動する様式，を， この論

文では，でき得る限り執識に，部示ずる事にし

た占

3J。この論文においては じ命題 X.

yJ. なる記法令用いて， この論文の第 x節，

における，じ命題に，言及する事にする。

また. [宕袋詰，及び¥ C命題 wJ. なる記法
違は，関じ節における言及達，に対してのみ，

利用される。

ミ。 A，及び;B， の各各を， iを意の
集合とする。「その集合の各が，.Aから Bへ
の写像であり， j主つ，在意の，Aから Bへの
写儀え その集会の売で、あるJ， なる性鷲を

満たす，ーその集会，部ち，Aから Bへの写難

の念体，

Map(A，β) ， 

と表認する O 部 Map(A， B)，は，

rijは A から B への写像であるJ， なる場

合，且つ，その場合に限って， jfMap(A， B)ム

なる襲撃述，によって，ま芝議される，集合である。

2J。笹意の写像，j， に対して，jの

定義域を，

dom(j)， 

と る。

j， 及び， 径意の集

A，及び.tf:慈の集合，B，に，対して， ifE 

Map(A，β，) ， ならば， dom(j)ぉAJJ. が従

うO

3 1を最小の元とする自黙数系列，

欝ち 0，を含まない， 自然数の全体:a:"，

N， 
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る。 N に壊する元私 自然数， と呼

ぶ。

E記号4 0さと最小のとする自然数系列，

開ち N に対して Oを添加する

得られる数系列，会，

説九

tこょっ'"'c

と表記する。白I=NU{O}，であるo ω 

る完を，非負の整数， と呼ぶ。

5Jo nを任意の整数とする。 n以下の

自然数の全体，を，N[叫， と表記する。即ち，

N[nJ={klkEN， 1主つ k<n}，

と援し

E記号6JoA 却の部分集合，

とし1iつ xを任意の集合とし， 且つ， / 
私任意の AからXへの写像，とする。こ
のfを， I A ~と添数集合とし各項が X

である，殉j，と呼び，

く/(A);AfA)， 

と る。

7J。くf担);創邸)，を任意の実数列と
し，且つ， くf初); n(ω〉は収束する， と仮定
る。この実数列，くf(n);術 ω)，の極隈私

limく/(n);前倒)，

と表記する。

第お節。稜属選択の原理。

1]。 1Jにおし、 れている，

有限集会の概念，に対する方法論的基礎づけは，

昌明な者ではない。この基礎づけについては，

デーデ正予ン人箸，河野，訳， [1 J.における，
第二舗， r数とは{可か，持であるべきかJ，きど，
参照せよ。

2Jo [命題1]は， 有際集合上の選択関

数，の苓在，に，関する命題である。この命題

私 E命籍6.2Jに対する仁証明]，において，

利用する。

3 Jo [定義2Jにおける， 設議選択の原

理に対する，表現の様式は，日本数学会嬬集，

f岩技数学辞典，第3議J]， [2 J， 332見左側，
に，提示されている様式，を，借崩した者であ

る。この論文においては，選択公理それ弱体を

舟いる必婆はなし、が，この提議選択の際理

を， [命題6.1]iこ対する E設現J，において，務

用する c

E註4 [定義3J におし、て提訴される， 初

期条件付~従議選択の原理， は 〔命題6.3J

に対するじ証明J， において， 利用する。初期

条件付き従緩選択の原理， と， 従議選択の原

理， との，同値性，は， [命議2Jに対ずる〔証

明J，により，従う。

5 [命題3J，及び， [命題4J，この命

題は， 除法定理 (divisionalgorithm)， に他

ならない，及び， [定義4J， は[時議5J念

提示する為に，導入した。この論文の議日完結

性を高める為に，証明瀧な添加した。 f定議5J

比 E命題6.2Jに対する C註明J，において，利

摘する。

1]. Aを缶意の集合とする。 IAは有

限集会であるj，なる

Inεω，なる或n，及び，或写像， /，が，

して，/は N[1むから Aへの全挙委さであるj，
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なる事である，ム定義する。

〔設定 IN[OJ=おふ主主つ， 1任意の集会，A， 

に対して， Map(ゆ，A)={ゆ}JJ，より，

合，rt，は有限集会であるJ，が淀う o

1Jo A ~任意の有限集会とし，立つ，

B会if慈の集合とし， 主主つ，Rを， 任意の，

AxB上の性賛， とする。

I1肝 A，なる任意の Z に対して， lyEB， なる

議 yが存在して R印象 的JJ， ならば， IfE 

Map(A，B)，なる或fが存在して，IXEA，な
る任意の xに対して，R(x， f(x)) JJJ， 

が従う。

〔証明JoAロ仇の場合は f=ふと
結論が従うor AキゆJiつ， rXEA，なる任意、
の Z に対して含 lyEB，なる議yが存存して，

R(x，y)JJJ， と古文定ずるorAキ仇 Jiつ，Aは

有線集合j，より， rnEN，なる議 n，及び¥W

Map(N[苦手J，A)，なる威令が，存在して，t.p 

は ，N[nJから A への全単射であるj， が従

うo ここにおける，n，及び， 少~ピ， 儲定ず

る。 rn=maxdom(伊)， 主主つ do釦(科目N

[max dom匂)Jj，が従うo

M={mimEdom(rp)， j主つ， rrχEMap(N[m]， 

B)，なる或 Zが存在して， rkEN[mJ，なる任

k l'こ対して，R(rp(k)， x(k))Jj， には非

ずj}，

と置く。 M~ャム と仮定して， く。 M

において最小である，元，が，存在する G この

幻t(*) と表記する。即ち，m(め=minM，

と置く。仮定より，IbEB， なる議 bが存在し

て，R(cp(1)， b)J， が詫う O この b~ど間定ずる o

x*(1)口 b，によって， {I}から B への写像ゑ

μ，を定議する C この場合， rkEN[lJ，なる鉦

意の kt::':対して，R{ψ(k).，x * (k)) J，が従ぢ。
故に，1E$:Mo放に， 2;:;五m(*)。故に n事(*)

lEdom(判。何となれば， rm(*) Edom(約， j立

つ， dom(ψ=N[maxdom(タ)Jムより，rm(*) 

ぞN， 主主つ，m(吟話maxdom(rp)ふ が従い，

放に， r，仰い)-11'ω，且つ，m(*) -l<::;max dom 
(約j，が詑い， 2;;玉m(*)，より，m(め-lEN，

が従う o 故に mくめの最小性， より，

r bMap(N[m(*)…日，B)， なる或x'が存在

して，rkEN[m(め-1J， なる任意の hに討し

て，R(rp(k)， x'(k))よ1，

/"従う。このどな固定する。一方，仮主主より，

rb'EB，なる或 b'が存在して， fZ(p(紛争))，

b') j，が提う。この b'会題定ずる。

rkEN[n告が)J，なる悲意の hに対して， rlkEN 

[m(掌)-1]， ならば， x" (k)詰 χ'(た)J，
rk=コm(*)，ならば，x"(k) =b'JJJ， 

によって， N[mい)Jから β への写像， f，
を定義する。 kEN[m(*)]， なる在意のhを酪

るo kEN[m(*)-1]， の場合を考える。こ

の場合，R(rp(k)， x"(長))，と，R(少(k)，χ'(k))，

とは，岡龍であるox'，に対する，関恕の犠式，
より，R(ヂ(k)，x'(k))，が従う。次に，k芝公

m(*)，の場合を考える。 この場合， R匂(k)，

x" (k))， と，R ( rp (m ( * ) ) ， b') ， とは， 同値で

あるo b'，に対する，調定の様式， より，R匂

(nまくの)， b')， が従う O 故に， IkぞN[m(*)J，な

る住意の hに対して，R旬(k)，Xll (k)) J， が

従う C 故に，m(*) $M。 これは，m(吟EM，

に寂する。故に，M=妙。

放に， max dom(ψ)$Mo ところが max

dom (rp) Edom (ψ) 0，故に nぉ maxdom(ψ， 

及び，Mの定義， より， rXEMap(lV[安心β)，
なる或 Zが存在して，rkfN[n]， なる任意の

hに対して，R(rp(k)， x(k))JJ，が従う。 この

zマヒ画定する。?の逆写像をゆとする。即ち，
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ゆ=ーダ と置しまた;f吋。、私ーと置く o''XE 

'A， なる缶百撃の Z を閏定すQo R(x，f(x))ダ

と，R((少or.t)(ぉ)， (Xor.t)(x))， とは， r可植であ

るoR((タor.t)(x)， (x。φ)(x))，と，R(tp(ゆ(エ))， 

がい(x)))，とは，鍔憶である。 χ，に対ずる，醤

定の離式，及び， φ(x)EN[nエ より R句(ψ
(x))， x(判的))，が従う。放に， I釘A，なる

意の Z に対して，R(x，f(x))J，が従う。

結論が毅う。 E証明終Jo

2J。次の諌述弘詑j議選択の原現iと
ぶ。

陳述。 f任意の集合，ull，及び，任意、の，Jl上の

2~資関係， R，に，対して， 行しJl主で仇 且つ，

iXfJl， なるを議、の xi'こ対して，IYEJl， なる

或 yが存在して，R(久的JJ.J， ならば，1ft

担ap(ω，Jl)， なる或fが存在して， InE剖，な

る託撃の nに対して，R(f(n)，f加+1)) JJJJ 0 

2Jの練述，における， 外側jか

ら第2番習の，一対を構成する鈎括弧達J，の，

内側に在i.S，棟述，を，式で表観すれば，次の

犠になる。

ull，2やり V̂抗 JlZfYfJlR(x，y)→ 

ZfjfMap(w，ull)γ匁ωR(f(r.の，f(n+l))。

3J。次の駿述を，初賠条件付き従属議択

の震理， と呼ぶ。

議述。[任意の集合，Jl. 及び，住意の，ullょ

の2項関係，R.に，対して， il庇 υ1{，なる
の X~こ対して. 1 yEull. なる或 yが存在して，

R(x， Y)JJ. ならば. r zELJI，なる任意の zに
対して， I[fMapω， Jl)， なる或 fが存在し

て. 1/(0)泣 Z. InE部，なる迂慈の仰に

対して，R(f(的，fゆ十1))JJJJJJ。

〔詑意JoI[定義3Jの醸述，における，外側か

ら第2番筏の，一対な構成する鈎括5IIl違J，の，

内側に在る，額述，告と，式で表現すれば，次の

様になる。

V xEJlZfYEullR(x.y)♂→ 

VZEJlZfffMap(w， Jl) 

(f(O) z八VnEwR(f(n)，f(n十1)))。

E命題 2 初期条件付~i，tì主義選択の罵理， と，

従賎選択の窮理， とは， 向{直である。郎

3]，における陳述と. [定義2J. におけ

る穣述とは，開催である。

〔証明〕。初期条件付き従罵選訳の際理を仮定し

て，従鴎選択の諒理を導く 0<..:1立を缶議室の集合と

し，立つ.R合， J上の 2~資関係，

とする。 rullキム立つ， r抗 Jl. なる仕蕊の Z

に対して， IYξυもなる或yが幸子在して.R(x. 

y) JJJ，と依定ずるoullキムより多「或z

して， ZfJlJ，が従う o この zを臨定ずる。

初期条件付き従罵選択の諜現より， I/EMap(創，

uむ， なる或fが孝子在して， 1/(0)口 z，J主つ，
Inω，なるを慈の終に対して， R(f(n)， f(n 

十1))JJJ. が能う。このfマピ固定する。 Inω，

なるtf濃の絡に対しで.R(f(n)，f(n+1))J， 

が誕う。故に， rfEMap(ω， Jl)， なる或fが存

して， rnfω， なる世の nに対して，R(f 

(1:の，f(n十1))JJ.が詫う。

設麗選択の原理を仮定して，初期条件付き従騒

選訳の原理を導く。 υ立を在意の集合とし， 且

つ.Rを，任意の.ull上の2項関係， とする o

IXEJl， なる径意の xに対して，IYEJl， なる

或 yが存在して，R(x，y)JJ， と議定する。 z

fJl， なる在意の zを固定する。
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;議指{g[i術的なる或 nが存在L亡、gEMap

(N[nJU{O}，JDJ， 'liつ， g(O)ね z， jまつ，

rjedo剖 (g)，なる佼意の j~こ対して， ih手max

dom(g)，ならば，R(g(j)， g臼十l))JJ}，

と置く。この場合，igfJB，なる怪意の gに対

して， rdom(訟において最大である，先，が，

存在レて，立つ， dom(折半N[max.dom (g) J 

りや日J，が従れこれを示す。 gt:$， なる任

を冨定する0$の定義，より， in'E出，

d が存在して， gEMap(N[nつU{的，
J)J，が謎う。このがを顕定する。放に，

do訟 (g)=N[匁'JU{I倍。故に， r n' Edom(g)，主主
つ， rjfdom(g)，なる配意の jvこ対して， rrj 

EN，ll:.つ，j認がJ，滅いは，j= OJJJ。ところ

が， n'fω， より， 0三五n'. 設に rn' Edom (g) ， 

aつ， ijfdom(g)， なる缶裁の jに対して，

j二五n'JJ，が従う。故に， n'=maxdom(針。故

に， dom(g) =N[max dom(が3リ{O}。

まずこ，

r gE$，なる任意、の g，及び，g' f$，なる
のど，に，対して， rr max dom (g') =max 

dom(g)ートL 立つ， r jEdom (g)， なる在室、のj

に対して，g'(j) =g(j)JJ，の場合， 且つ， そ

の場合に隈って，T(g， g') JJ， 

によって，$上の 2項関節，T，安定義する。

式10$キ仇

を示す。

ふ (0)= Z，によって， {O}からJへの写像，
g栴を定義する。母子口N[OJU{O}，より，g* 

EMap(N[OJU羽子，，J[)， が従う。また， rdom 

(g心={O}，旦つ， rjE{O}，なる任意の jに対

して， lj;系max{O}，ならば R(g本(j)， g本(j十

位)JJJ，より， rjfdom(g*)，なる任意の jに

対して lj，手maxdo:rrt(g*)，ならば R(g本

(f)，g*なくfl:))JJ，が被う。故以 g〆$0.放

に「或 gが存在して， gE$J。

式上が従う。

観述10r gf$，なる在意の gに対してi rg'E 

$， なる或 g'が幸子在じて， • • T (g，g')JJ， . 

を示す。

gE$，なる笹意の gさと盟定ずるムポ諮問

dom (g)) EJ[， が従う。故に， 復定より， ry'f 

J[， なる或 y'が存在して，R (g(max dom 
(g))，y')J， が提う。この y'~ヒ溜定ずる。

ljEN[max dom(計十日U{O}， なる校;意の j

に対して， rr};長maxdom(g)，ならはどな〉

g(j) J，且つ， 日間 maxdoぉ(g)+1. なら

ば，g'(j) おおy'JJJ， 

によって， N[max do:rrt(g) +IJU{O}から ιJl

への字像，gうを定義する。 0二五maxdom(g)， 

より，g'(O)口g(O)。一方，gE$，より，g(O) 

=Z，設に，g'(O)叫ん次に， rjfdom(gう，な

る授賞、の jに対して， lj妥協axdom(g')，な

らば，R(g'(j)， g'(j-ト1))JJ，を示す。 ljfdom

(g') ，且つ，j孟maxdom (g') J，なる在意のj

を間定ずる。 dom(ダ〉口N[maxdom(g)十日

リ{O}， より， max dom(gう日maxdom(g) 

+1，が従う。故に，j;系maxdom(g)十10故

に，j三五maxdom(説。 j= max dom (g)， の場

合を考える o g'(j)=gな)， より， g'(j)口g

(max dom(g))o -11， j+1出 maxdo翻(計
十1， より，g'(j+1) =y'。故に， R(g'(j)， g' 

(j+l))， と，R(g(max dom(g))， y')， と

は，陪{議である。 R(g(maxdom(g))，y')，は，

y'，に対する，固定の様式，より，従う。次に，

j~長max dom(g)，の場合を考える。ダ(j) g 

(j)， が従う。一方，j+1:;;ぷmaxdom(g)，よ

り， g'(j+l) =g(j十1)，が従う。故に，R(g' 
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0")， g'(j+1)); と， R(g(j) ， g(j十1))， とは，
再館。一方， rjEdom(g)， 主主つ， j塁手maxdom

(g)J。故に，g(9)， より，R(g(j)， g(jゃ1))， 

が従う。故に，g'E$，が従う o

T(g， g')，を示す。 dom(g')吋 V[maxdom 

(g)十日U{O}， より， • max dom (g')円 nax

dom(g) +10 jEdom(g)，なる荘意の jを閤定

一ずるo gE$， より，dom(g) =N[max dom 

(g)]U{O}， が従う。放に， rjεN[max dom 

(g)十lJU{O}，主主つ，釦axdom(g)J。故

に，.g'の定執より，g' (j) = g(j) 0 T(g， g')， 
が従う。

陳述1，が従う。

陳述20rFEMap(w， 9))， なる或 Fが存在し

て， inE料なる託意の nに対して， T(F(n)， 

F(銘十1))JJo 

この様述は，式1，及び，陳述1，及び，詑属

選択の原理，より，詫う。陳述2，における，

R を関定ずる。

陳述30ikE軌なる任意の hに対して， I銘Eω，

なる或 nが存在して，kEdom(F(終日JJ，

を示す。

K口 {klkEW，主主つ， IInE剖， なる或 nが存在

して，kEdom(F(n) )J，には非ずJ}，と麓く。

Kキふと恨怒して，矛j設を導く O この場合，K
において最小である，元，が，存夜する。この

長くのと表記する。郎ち，k(*) =min K， 
と重量く oFく0)($，より， imf軌なる或 m が

存在して，F(O) fMap (N[m] U {O}， ---i!) J。この

級友固定する。 dom(F(O))=N[m]U{針。故

に， OEN[m]U也子， より杏 OEdom (F(O)) 0放

に.~ rnf紛， なる或絡が存主して， OEdom(F 

(n))J， が従う。放に， OEEK。放に，五島(め o
故に kくの-1加。放に， 走〈本)の最小性， よ

。， inぞω，なる或nが存在して，k(め一1fdom
(F(n)) J，が裁う。この nをど密定ずる。放に，

k(*) -IEdom(F(n))。故に，k(分一1三玉max

dom(F(n))。故に，k(*)三五maxdom(F(n))十

10一方，T(F(対，F(nト1))， より， maxdom 

(F担))十l=maxdom(F抑制ト1))。放に，k(*) 

話maxdom(F加十1))。放に， k(*)fω，より，

たい)EN [max dom (F(n十1) U{O}。 ところ

が， N[max dom (F (おや1))JU {O}おおdom(F

ゆ+1))。故に，k(*)fdom(F(nト1))。故に，

i-n'ω， なる諜がが存在して，k(水)Edom(F 

('1の)Jo故に，れのそ1:K，。これは，k(*)EK，に
反する O 故に，K=私設に， IkE部，なるiHま

の hに対して，k宰KJ。故に， rkE偽 なる任

意の長に対し，「似耐，なる或然が存;在して，

kEdom(F(n))JJo 

練述3，が従う。

rkEW，なる任意の h して，N(め口f匁 1nE 

向立つ， kfdom(F(的)}J，

によって， kf叫なる各 hに対して，集合，N
(k)，を定義する。瞭述3， より， rkEω，なる
任宣言:の hに対して，N(k)キoj，が従う。

「ルαんなる

くk)j，

hに対して， ν(k) =minN 

によって， kEω，なる令長に対して，非負の整

数， ν(k)，を定義するの rkE似なる任意の h

に対して，kEdom(F(ν(k)))j，が読む

rkEω，なるf壬意のhに対して，f(k) =F(ν(紛〉
(k)j， 

によって， ωから ，Aへの写像，f， ぜな定義す
るO

諌述40rkE耐，なる任意の kに対して rν(k
mト1)=ν(k)，或いは， ν(k+1)=ν(k)+IJj， 
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~示す。

kEω， なる任意の hを題意ずるo k十lEdom

(F(ν(k十1)))， より，k在dom(F(ν(k十1)))， 

が従う。故に， ν{長十1)fN(k)。放に， minN伶〉

(k十1)。故に， レ(会〉二三ν(k十1)。 ν(k) ν(k 

十1)，と長恕する。 kEdom(F(ν(k)))，より，

h話maxdom(F(ν(k)))。故に h十l三玉max
dom(Fらゆ)))+ 10一方，T(F(ν(お)，F(ν(k)

十1))， より， max dom(Fいくた)))十工戸max

dom(Fいくk)+1))。 故に， 長十1三三maxdom 

(F(v(k)十1))0故に，k十1Edom(F(ν(k)十1))。

放に， ν〈長)十lEN(k+I)。設に，minN(k十1)

レ(k)十1。故に， ν〈長十1)三五ν〈長〉十1。ところ

が， ν(k)三五ν(k+1)。故に，レ(kト1)紛，より，

ν(k十1)=コν(k)十10

陳述4，が従う。

陳述50rkEuJ， なる任意の hに対して，R(f 
(k) ，f(k+ 1)) J， 

を示す。

kEω，なる任意の hを醤定ずる。錬述4，よ

り，iv(k十1) ν(k)，或いは， ν(k十1)り(k)

十1J，が誕う。

ν(k-ト1)=ν(k)，の場合をど考える'"n' =v (k)， 

と置く o ikEdom(F(v(k)))，且つ，kトlEdom

(Fらゆ+1)))J， より， i kEdom (F(n') ) ，且

つ，k十1fdom(F担ワ)J，が従う。故に，F(n') 

E!lJ，より，Rくp(n')(持，F(n')(k十1))。放に，

rn'=川島，且つ，n' =叩 (k十1)J， より，R(F 
(ν(k)) (k)， F(v (kト1))伎十1))， が従う。故

に， I/(k)口F(ν(k))(k)， 主主つ，1後十1)出F
(ν(k+1)) (k+1)J，より， R (/(k)，f(k +1)) ， 

が従う。

ν(k+1)ロニレ〈会〉十1， の場合を考えるo k-ト1E

dom(F(ν〈長十1)))，より， kEdom(F(訟法十1)))，

が従うoF(ν(k-ト1))f!lJ. より，R(F(ν(kート1))

(k)， F(v(kトヱ))(k+l)) '" ~・ブゴ， ν(k+1) 

レ(k)+1， より，Fらゆ+1))(め =F(ν(k)十日

(k)。放に，R(F(ν(k)十1)(k)， F(ν(k十1))(k 

Fトヱ))，が提う O ところが， T(F(ν(k))， F(ν 

(k)十1))。故に， ijEdom(F(ν(k)十1))，なる

を意の jに対して， fj妥協axdom(Fら(k)十

日)，ならば，F(ν(k)小1)(j) =Fらゆ))(j)JJ， 

が詫う。一二色 「長十lEdom(Fい(k十1)))， 立
つ， ν〈長十1)=ν(k)十1J. より， k+IEdom(F 

(バk)十1))。 放に，k十1三玉maxdom(F(v(k) 

十1))。故に k語h十1， より，k逗maxdom 

(Fい(k)十1))。放に，F(ν〔紛+1)(た)=F(ν 

(k))C的。故に，R(F(ν(k)) (k)， F(ν(kト1))

(k十1))，が詑う。放に i/(k)江口F(ν〈会))(k)， 

Jlつ，1伎十1)口F(ν(k十1))(k十l)J， より，
R(f(k)，f伎や1))，が従う。

陳述5，が詑う。

式2o/(0)=z，

を~i"o

1(0)ロF(レ(0))(0)。ところが.F(ν(0)) f!lJ， 

より，F(ν(0)) (0) =z。放に，1(0) =さん

式2，が詫う。

観述5，及ひ¥式2，より， il正M仰い，JD，
なる或fが存在して， 1/(0) =z，旦つ， i伝的
なる任意のhに対して，R(f(会)，f(k十1))JJJ， 

が従う。

結論が詫う。[証明終Jo

E命題3Joz ~任意の整数とし，主主つ， MEN， 

なる密議の M を回定ずる。

「互主義数 qが，一意的に，存在して， iO話z-
q.M， 立つ，z-q.M三五M-IJJo
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一意殺の部分を示す令iq';及び， q':
の各各は， 整数であり， 且つ， 0三玉z-q'.M長

M-1，立つ， 04z-q九M長M-lJ， と仮定す

る。 この場合， 一(M-1)三五(イ，-q')・M:;:;五M

-1。ま側の不等式より 1;;玉(q"-q'十1)・Mn

翁側の不等式より，1;;五(l-q"+q') .Mo MEN， 

及び， これら2個の不等式達， より， rO二五q"-

q'十1;且つ Oi長1…q"十q'J。放に， rq'-'ld長

q"，且つ，q"…1語q'Jo q'，及び， q〈の各各

は，整数であるので， rq'話q"， 1まつ，q"三玉q'Jo

故に，q'=q"o 

存在の部分:a:示す。 K=コ{kikは整数，立つ z

;;fi，k.M}， と驚く。 z三五0，の場合においては，

MEN， より，1EKo 0選手Z，の場合においては，

z豆z.MJ手z・M十M口 (z十日・M，より，Z十lEKo

放に，Kみでゆok(のおminK，と置く，z~前(吟­
M，であるok(*) 1は整数であるので，.k(*)の

最小性，より，(kくの-1)・M二五z。これら2個の
より o孟z-(k(*)-1)・M豆長(*)・

M-(k約一1)・M=M。放に o長z…(k(*)
1)・M<M-loq=k(の-1， と量くと，君子在の

部分が提う o

う。 〔証明終Jo

C命題4Joz宅どを;撃の整数とし，長つ，M正N，
なる在意の M 合間三道ずる。

f或整数，q，及び，議整数"r，から構成され

る，議J1震序対，くq，r)，が，一意的に，待在して，

rz=q.M十r，且つ， 0三五r，且つ，r孟M-IJJo

E証明3。一意性の懇分を示す。「くq，r)，及び，

くq'，r')，の各各は，結論における性質を瀦た

すJ，と仮定する。この場合， [命題3Jにおけ

る， 一意性の部分， より，q=qノ。 これより，

f指〆。故に，くq，r) くq'，r')。

存在の部分を涼すo [命題3Jにおける， 存在

の部分，より， r或整数，q，が存在して，
z-q.M，立つ，z-q.M話M-IJJ。この qを

胤定するo r=z-q.M， と置く o rは整数であ

り，Jlつ， 0;;玉r，1主つ r孟M…1。放に，くq，

r)は結論における性質を満たす。

結論が詫う。 C証明終Jo

4Jo r住意の整数，z，及び，dEN，なる
缶意の d，に，対して， r z口 Qくz，d).d十Rくz，
d)， 主主つ，O<Rぐz，d入 Jlつ，Rくz，

lJJ.によって，各整数，z; 及び，各自然数，

d，から構成される，各瀬、序対，<z， d)，に，対

して，整数，Qくz，d)，及び， 非負の整数，R

くz，d)，から構成怒れる頃序付， くQくz，d)，

Rくz，d)>，を， 定義する。 この定義は， [命題

4J，より， る。

5 ¥-任意の整数，z， ~.こ， 対して，rR 

く心部Rくz，2)， 立つ，I<z)=Qくz，2)+Rくz，

2)JJ，によって，各整数，z，に，対して，非負

の整数，Rくz)，及び，整数 1くz)， を，

する。

第ゑ節。主主性的機率。

1 Jo [定義1]において提示される， 定性

的確率の概念に対する定式化，は，サヴェジ

[3J，第3章第2節， 32Jiをにおける冒頭の段

務，より，借用した。

2 [命題4J， 及び， [命題5J， 及び，

7J，は，各，サヴェジ[3J，第3

2欝， 32貰における演習問醸達，における，

1，及び¥

借用した。

4a，及び¥問題5a，より，

3J。この節において提示する，能性的確率

に対する性質達，をど， この論文においては，少

数の場合達を除いて，無断で利用する事にす
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る。

C定義1]。く5，a>を任意の可測空間とする。
「ベは必上の定性的確率で、あるj， なる事を，

「イは次の， [性質1]，から， [性質5]，まで，

を，満たすj，なる事である， と，定義する。

日生質1]。ペはa上の2項関係である。

〔性質2Jor AEa，なる任意の A，及び BEa
なる任意の B，に，対して，rAペB，或いは，
BベAjj。

C性質3Jor AEa， なる任意の A，及び BE
a，なる任意のB，及び CEa， なる任意の
C，に， 対して， rr AペB，且つ，BペCj，な

らば，AペCjj。

E性質4JorAEa， なる任意の A，及び BE
a，なる任意の B，及び CEa， なる任意の
C，に，対して， rr AnC=ふ且つ，B日C=ゆj，
ならば，rAペB，の場合，且つ，その場合に限
って，AUCペBUCjjj。

C性質5Jo rr5ベムには非ずj，且つ，rAEa， 
なる任意の Avこ対して，ゅペAjj。

〔注意1]0 rベはa上の定性的確率であるj，と
陳述する場合におし、ては，一個の可測空間，

く5，a>，が固定されているものとする。

[注意2Jo rペは¢上の定性的確率であるj，な
る場合において， この完全加法族 a，に属す

る各元は，事象， と呼ばれる。

〔注意3J。式，AペB， は， r事象，A， は，
事象，B， よりも， より確からしい， には非

ずj，と訓む。

C定義2Jo ~'i'， 任意の ， a上の定性的確率一，

とする。

「任意の事象，A，及び，任意の事象，B， vこ震

対して， rrBベA，V;こは非ずj，の場合，且つ，
その場合に限って，A弐Bj，

によって，a上の2項関係，マな，を定義する。

E注意1。式，A会B，は， r事象，A， よりも，
事象，B，は， より確からしいj，と訓む。

〔定義3J。ペを，任意の a上の定性的確率，
とする。

「任意の事象，A，及び，任意の事象，B，に，

対して， rr AペB，且つ，BペAj，の場合，且
つ，その場合に限って，A会Bjj，

によって，0&上の2項関係，会，を定義する。

[注意1。式，A会B，は r事象，A， と， 事
象，B， とは，対等であるj，と訓む。

〔命題1J。ペを，任意の，a上の定性的確率，
とする o 0&上の 2項関係，えは，a上の同値
関係，である。

E証明Jor AEa，なる任意の Aに対して，A会
Aj， を示す。 AEa， なる任意の A を固定す
る。[定義1Jにおける日生質2]， より，rA 
ペA，或いは，A~Aj， が従う。 これは，A~ 

A， と同値。これは，rAペA，且つ，AベAj，
と同値。これは，A会A，と同値。

r AEO!，なる任意のA，及び， BELZ，なる任意
のB，に，対して，rA会B，ならば，B会Ajj，
を示す。 AEa，なる任意の A，及び，BEOl， 
なる任意の B， を， 固定する。 A会B， と，
rAイB，且つ，BベAj，とは，同値。これは，
rBベA，且つ，A~Bj， と同値。これは，E今一
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A， と碍態。

rAをa， なる任意のA，及び BEa， なる任

意のB，及ひ二 CEa，なる援のC，に，対し
て， rrA会B，及つ，BzCJ，ならば，A会Cjj，

A正a，なる在意、のA，及び Bfa，

なる任議のB，及び， C吉a，なる哉索、の C，
を，潤旋する。 rA会B，1主つ B会Cj， と，

rrAイB，liつ BペAj，立つ， rBペC，主主
つ， CぐBJJ，とは，同催。これは，rA~B， 

BベA，且'0， B=ぐC，且つ， C~BJ， 

これは， rAぺB，且つ，B~C， 且

つ， CイB，且つ，BペAj， と関{室。これは，
rrAベB，立つ，BペCj，立つ， rcベB，
βぐAJJ. と開館。この棟述き及び， [定義1]

る E性質3]，より， rA~C， 且つ， Cぐ

AJ，が能う。設に，A去らC，が従う。

結論が従う。 C証明終〕。

〔命題2J。ぐを，在意の，a上の笠宮主的議率，
とする。

A，及び， 後撃の事象，B，及

C，に，対して， rrrAペB，
B会CJ，ならば，AペCJ，1まつ，行Aペ

B，且つ，C~AJ， ならば， CペBJJJ.

が従う。

E、注意Jo

及び，

り，従う。

3]，累ち，去の

1Jにおける〔性繋3]，よ

〔命題3 ~を，怪翠の， a上の定性的議率，

とし，且つ，.A，及び，B， 及び，C，

私缶意の事象とする。この場合，次の 5偲

の結論達，が従う。

E結論1 A会B，ならば，AペB。

2Jo r A~B， 

A長Co

B会CJ， ならば，

E結論3 rA会B，立つ，BペCj， ならば，
A会C。

4Jo iA日C=it，主主つ，BnC出。J， な
らば， iA味B，の場合，主主つ，その場合に譲っ

て，AUC会βUCJo

〔結論5Joit会S，民つ， rA労長谷， には非ずJo

E結論1]， 

iA弐B.ならば，AペBJo

これは，

rrAぷB，には非ずム或いは，A~BJ， 

と同龍。これは，

írrB~A， 

AペBJ，

と間盤。これは，

には非ずJ，或いは，

rBベA，或いは，AペBJ，

と これは，

rAイB， 、f:l:， BぐAj，

と同値。これは，

より，提う。

〔結議1]，が従う。

C結論2J，

1Jにおける〔栓賀2]，

rrAペB，j主つ，B=会Cj. ならば，A弐CJo
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これは，

fTTAベB，主主つ B=会Cj， には非ずj， 或い

は，A会Cj，

と爵{筆。これは，

fTrAペB，には非ずj，或いは， rB会C，~::::.は

非ずjj，或いは，A会CJ，

と再議。これは，

rrr A=1，B，には非ずj，或いは， CペBj，

は， rcペムには非ず

と これは，

rrAぐB，には非ずj，或いは， cペB， 或い

は， rcペムには非ずjj，

と同銭。これは，

rTrAペB，には非ずJ，或いは， rcペムには

非ずjj，或いは， cペBj，

と間{議。これは，

rrr A=1，B， 

は， CペBjヲ

と同館。これは，

rrAペB，

と開鑑。これは，

CペAj， には非ずj，議い

CぺAj，ならば， cぺBj，

rrcペA， 且つ， AペBd~ ならば， cイBJ，

と関値。これは，

より，毅う。

1]における E栓賀3J，

C結論2]，が従う。

工結論3]， を訴す。

rA尖B，立つ，BペCj，と仮定する。 rA会

C，には非ずj，と龍定して，矛臆を導く。 C=1，
A， が従う。 ところが BベC。裁に， [定義

1Jにおける〔性繋3]， より i BペA。これ

は，A会B， 潟ち， rBベA， には非ずj，に，

反する。

E結論3]，が従う。

E結論4J，

r-A口Cニエ仇且つ， BnC=oj， と仮定するo

rA会B，の場合，立つ， その場合に限って，

AUC尖BUCJo

これは，

rr A=ゑfえには非ずj，の場合，立つ， その場

合に限って， rAUC弐BUC，には非ずjj，

と問値。これは，

rB~A， の場合， 且つ，その場合に限っ

BUCペAUCj，

と間{臨。これは，

より従う。

C結論4J，が従う。

1J る〔性質4J，

〔結論5J，:Z--示す。妙味S，は， rsベムには非
ずj， と開競。「任意、の事象，A， 

iA味。，には非ずは，

対して，りペAj，とi弓儀。放に，

けるじ性紫5ユより， [結論5J，が提う o
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が従う。

C注意1 去の定義， 及び，

るC結論2J，より，

E薮務終Jo

3Jにおけ

A，及び，缶窓の事象.B，及び，

任意の事象， C，に，対して，汀A~B， 旦つ，

B会CJ，ならば，A，会CJJ，

が従う。

ゐの定義及び， [命題3Jにおけ

ra意の事象，A，及び， 在意、の毒事象，B， 及
び，任意の事象， C， に， 対して， rrA弐B，
立つ，B~とCJ，ならば， A会CJJ ，

が従う。

〔命題4 ぐを，在意の，a上の安定性的確恥
とする。

A，及'CJ，缶惑の事象，B，に，

対して，rA5込β，ならば，AペBJJ，

が謎う。

なるをE意のA，及び，BEa， 
なる佐覧の B，私臨海する。 A亘B，と板定

1]における E性質5J， より，
oベB¥A。故に，onA (B¥，A)汀A=φ，及
び， [定義1]における日生紫4J， より， ゆUA

=1，.(B¥A)UA。一方，A三B， より，(B¥A) 

UA口 β。また，A=併しJA。故に，AペB。

結論が従う。

5J。総長を，

とする。

〔葦現終]。

a上の定性的確率，

A， tえび，任意の事象，B， 及
C，に，対して， rrAペB，

Bnc=oJ，ならば，AUCペBUCJJ，

が誕う。

〔童E顎 AEa，なる住葉、の A，及び BEa，

なるa窓の B，tえび CEa，なるを慈の C，
を， fi議定する。 rAペB，j立つ，BnC=OJ， と

袈定する。 rc¥ACC，主主つ，B日C=oJ， よ
り，Bn(C¥，A) o，が採れところが，An 

CC¥A)三日折。故に， [定義1Jにおける

4J， より，AUCC¥A)ベBU(C¥A)，が能
う。一方，BU(C¥A)♀BUC， 及び， [命題

4]，より，BU(C¥A)ペBUC。放に〔定義

1JにおけるE性質3]， より，AU(C¥A)ペB

UC，が従う。ところが，AUC=AU(C¥A) <> 

故に，AUCペBUC，が従う G

結論が従う。 E喜E明終〕。

〔命題6 ペを，震の，a上の定性的確率，
とする。

「任意、の事象，A，及び，任意の事象，B， 及

び¥任意の事象， C，に， 対して， rr A会B，
B日C=oJ，ならば，AUC7なBUCjJ，

が鈍う。

〔証明 AEC忍，なる任意の A，及び BEa，

なるを慈の B，及び CEa，なる在意のC，
固定する。 rA会B，IIつ，BnC=件j，と

仮定する。 rc¥ 立つ，BnCロゆj， よ

り， BnCC¥A)=ふが提う。…一方，A丹(C¥A)

=恥設に C命題3Jにおける〔結論4エより，
AU 皆、¥A)弐BU(C¥A)，が従う。一方，

BUCC¥，A)三BUC，及び， [命議4J，より，

BU(C¥，A)ペBUC，が詫う。故に， [命題3J

における〔結論3]， より，AU(C¥A)会BU.
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C.が従う。ところが.AUC口 AUCC¥，A)。放

に.AUC会BUC.が従う。

結論が従う。 じ説明終]。

E命題7 =<iを，tE意の，a上の定性的機感，
とし，且つ.A，及び.B.及び， C;及び， D， 

の各各会C，在意の事象とする。

rTAペC，且つ，BぺD，且つ.CnD=認。J.
ならば，AUB=<iCUDJ. 

が詑う。

[証明JoA，及び，B，及び， C，及び，D，の
各各を， 在意、の事象とする。 fAペC，且つ，
BベD.且つ，CnD=件J. と仮定する。 rAペ
C，且つ， cnCB¥C) =oJ. 及び， [命題5]，

より，AUCB¥C)ペCU(B¥C)，が従う。と
ころが， CUCB¥C) =BU (C¥B)。故に，

AU(B¥C)ペBlj(C¥B)，が従う。一方， C 
nD=ムより D円(C¥B)=恥また，Bぺ
D。また，B日(C¥B)=φ。故に. [定義1Jに

おけるE性質4J，より ，BU(C¥B)ベDUCC¥
B)，が従う。設に， [定義1]におけるC性質3J. 
より，AU(B¥C)イDU(C¥B)，が従う。と
ころが，fCnD=ム立つ， (C¥B)nB=ゆJ，

より，(DU (C¥B)) n (BnC) =件。故に， [命
題5J， より， (AU (B¥C)) U (BnC)ペ(DU
(C¥B)) U (BnC)， が詑う。ところが， fA 

UB，= (AU (B¥C)) U CBnC)，且つ，(DU CC 

¥B)) U (BnC) =CUDj。故に，AUBイCU

D，が提う。

結論が詫う O 〔証明終Jo

E命題8Joベを，在意の，a上の定性的確率，
とし，1主つ，A，及び，B， 及び， C， 及び，

D，の各各を，琵意の事象とする。

rrA吠C，1主つ， βペD，
ならば，AUB公CUDJ，

うO

cnD出。j.

A，及び， B，及び， C，及び，D，の

とする。 fA~C， 1主つ，

BペD，1主つ， C oJ， と舷窓ずる。 fA会

C，且つ， C日(β¥C) oJ，及び， [命題6J，

より，AU(B¥C)会CU(B¥C)。ところが， C

UCB¥C)出 BU(C¥B)o 故に，A U (β¥C) 
会BU(C¥B)，が従う O 一方，CnD出払よ

り， DnCC¥B)=ゆ。また， B=<iD。また，B日

(C¥B)日妙。故に， [定議1]における仁性質4J，

より，BU(C¥B)吋DUCC¥B)，が従う。故

に， [命題3JにおけるC結論3]， より， AU(β 

¥C)味DU(C¥B)，が従う。ところが， fCn 

D=仇且つ， (C¥B)nB=ゆJ， より， (DU 
(C¥B))日CBnC)=れ故に， [命題6]，よ
り， (AU (B¥C)) U (BnC)弐(DU(C¥B))

U CBnC)，が従う。ところが， fAUB戸 (AU

(B¥C)) U (BnC)， 且つ，(DU (C¥B)U(B 

nC) =CUDJ。故に，AUB弐CUD，が従う。

結論が従う。 〔証明終〕。

E命題9J。イは，任意の，必上の定性的確率，
とし，且つ，A，及び，B，及び， C，及び，D， 

の各各を，任意の事象とする。

rTAベB， 且つ B日C=仇且つ，BUC弐

AUDJ，ならば， C弐Dj，

が従う。

C証明JoDペC，と仮定して，矛盾を導く。 fA
=<iB，五つ，BnC=oJ，より，AUD=<iBUC。

これは，BUC味AUD，に反する。

結論が従う。 〔証明終Jo
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ぺは，任慈の，a上の活性的篠率，
とし，主主つt A，及び..B， 及び. C， 及び，

D，の各各省C，任意の事象とする。

iiA会B，J立つ，BnC=o， 

AUDj，ならば， C喰Dj，

が従う O

BUCべ

C証明JoDぺC，と仮定じて， 恐弱者ど導く。 iA
尖B，主主つ，BnCぉロφJ，より，AUD会.BUC。

乙れは，BUCイAUD，に反する。

結論が提う。 E註明終

C命翠11J。ペは，任意の，a上の定性的確率，
とし，立つ，A，及び，B，及び， C， の各各

を，イ壬訟の事象とする。

riB~ミム立つ， B~A\B， 

ならば;C~A\CJ， 

が従う。

C~BJ， 

E証明JoA¥C唱えC， と留意して矛盾を導く O
CペB，より，A¥C会BorBベA¥B，立つ，
CイBj，より， CペA¥B。故に，(A¥C)UC 

会BU(A¥B)o より，BUCA¥B)= 

A。故に，(A¥C)UC会Ao一方，A♀(A¥C)

UC， より，Aイ(A¥C)UC。故に A.守主Ao

ところカ入 2]，より，

じる。

結論が従う。

E命題12]二ペぽ在意抗、三必上η定性的確率，

.J:iヘt-， 且つれA， 及び，13，一一及び， 丘一刊の各各
宅i:'，佐意の事象とする o

且つ，B~A\B， 且つ C7なBJ，

ならば，〆C会A¥Cj，

が従う。

C証明JoA\C~C， と恒定して，矛患を導く。

C吠B，より，A¥C会BorB~A\B， 且つ，

C会BJ， より C弐A¥Bo故に， [命態3]に

おけるC結果1]，及び， [命賭8J，より，(A¥ 

C)UC会BUCA¥B)oBCA，より，BUCA¥ 

β)=A。設に，(AA.C)UC会A。一二万，A~主 (A

¥C)UC，より，Aぺ(A¥C)UC。放に，A会

A。 ところが， 2J，よ

じる。

結論が従う。 E証明終

じ命題13Jo~を，伝3撃の， a上の定性的確率，

とし， J立つ，A，及び，B，の各各も

事象とする。

iA吠B，ならば，供会B¥，Aj，

が従う。

〔証明JoB¥Aベムと仮定して，矛窟を導く。
C定義1]における〔性費4J， より， (B¥A)U 

AペA。故に，BUAペAoB三BUA，より，

S縄張BUA。故に，BペA。 これは，A会B， こ

反する。

結論が従う。 C証明終

C命題14Jo~~， a上の建設的確率，
とし， 主主つ， Ai及び， AH，及び，B'， 及び，

B'r，ーの各J各を，任意の事象とするか

rA~UA生ゲ己公&匂巾Bβ~'UB"'， 豆昼4つJ工A'nA"三:矛Oi 立妓

つ， βB'円B"=口z券ム， …J怠鼠つ，A'三必訟A"午?ド“ 箆設;つ 13:

B"勺j，
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を低定ずる。

r A'ゐB'，且つ， AHdたB"j，

が提う。

E証明 rA'会B'，には非ずj，と読ま芝して，矛
く。去のま区議， より， rr A'べZ3:主主つ，

B'ベA'j，には非ずj，が笑うO 放に， rrA'ペ
β には非ずj，或いは， rB'ペA:には非ずJj，
が挺う。味の定義，より， rB'会K，或いは，
A'尖B'j，が提う o

B'尖Ai の場合を考える。 B'~B"， より，

B"吠A'oA'~Aぺより ， B"会A九故に， rB' 
吠A'，立つ B"吠A"J，が従う。 A'nA"=ふ
より，B'UB"会A'UAにこれは A'UA"iた

B'UB"，に反する。

A'弐B'，の場合を考える o A'会AH， より，

A"守主B'，oB' ~ B"，より A"弐B九故?こ， fA' 
吠B'，且つ A"句会B勺，が従う o B'nB"=ム
より A'りA"会B'リB九これは A'UA"ん

B'UB"，に反する。

じる。故?と，A'会

g，が従う o A'会AH， より A"~B'o B'会

Bぺより，A"会B"。

結論が従う。[衰弱終]。

第4節。配安'IJ，及び，分離弼，及び，等分割到。

この節においては， サヴzジ[3J， 第2

第7欝， 24演における下から第2番Eの段落，

に， おいて， 導入されている r分割 (parti-
tion)J，の穣念右e，精確に定式化ずる

私実行する。こ弘、分割の犠;私札サグェ

ジ [3J，第3童家第3欝， 34Jまにおける上から

第3番患の設落，から，努議筋3節， 39J誌に

おける上から第1番目の投手喜， まで，

において，基本的な誠念として，惑いられて居

り主た，特にき第31挙第3鯖における

下から第2番目の段落，において，提示されて

いる，公準 P6'，"1えび，第3意第3節， 39蒸か

ら40頁にかけての段落，において，提示されて

いる，公準P6，fこ対する，額述達，において，

利用<dれている議念であるので，この，分割の

機;主に対する，籍確なる定式化， 1えび，この

ま芝式花に基づく，分割の援念，に関する，韮本

的性質遠の溝上比は，サヴ品ジ氏の定量的確

率，の概念弘より明確なる者にする為には，

必彊である， と，筆者は判断したのである。但

し， [命題10]，これは等分割列に対ずる基本

的役震である， と，判新して提示した者ではる

るが，は，この論文においては，利用されない

事~， る。

1 rfはaJ::の毘列であるj，なる

rnEN，なる議 nが存在して， 11はN[n]か
ら¢への写橡℃、あるjj，

なる事である， と，定義するo

1 Jo fをき 意の， aJ二の配列， とす

る。 この場合， domげ)=N[maxdomザ)]，

が従う。これな示す。 E定義1]， より， rnEN， 

なる或絡が拝在して， dom(f) =N[鉱山，が従

う。この然を盟定する。 dom(f)=N[nJ， が

従う。 jEdom(f)， なる任意の jきと翻定するo

jEN[n]， が従う。 N[nJ={klkEN，主主つ，k三五

歩合，より，j語紙が従うo ゲガ，nEN[nエよ

り，桜dom(f)，が提う。放に， r nEdom (f)， 

且つ， IjEdom (f)， なるを議;の jに対して，

が従う。放に， n=max domげ)，が

詫う。故に， dom (f) =N[max dOni(β]，が

毅う。

E注意 fを，任意の，必上の配列，巴と1:."
liつ， h'，及び， r，の各各を，dom(f)に膳
る配意の元とするo k'謡hペ と錠安芸ずる。 U
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{f(l) IlEN，且つ，k' j.五l豆k"}=U{f(k'十j)I jE 

N[k"-kつhが従う。これを示す。 XEU{f(l)I 
lEN，且つ，k'語1三三k"}，なる任意の xを固定

する。 rrlEN，且つ，k'孟l亘h勺， なる或 lが

存在して，xEf(l) j，が従う。 この lを固定す

る。 j=l-k'，と置く。 k'語1，より， 1三三j，が

従う。 I~玉k"， より ， j~亘k"-k'，が従う。とこ

ろが，I=k'+j。故に， r1亘j~豆k"-k'，且つ，

XEf (k' + j) j，が従う。故に，fj'EN[k"-k'J， 
なる或j'が存在して，xEf(k'十j')j，が従う。

故に，xEU{f(k'十j)IjEN[k" -k'J}，が従う。

次に，YEU{f(k' +j) IjEN[k"-k'J}， なる任意

の yを固定する。 fjEN[k"-k'J，なる或 jが

存在して，YEf(k' + j) j，が従う。この jを固
定する。 I=k'+j，と置く。 lEN， が従う。ま

た， 1孟j，より k'豆1，が従う。 j亘k"-k'， 

より，1豆hぺが従う。故に， rrlEN，且つ，

k'語J亘h勺，且つ，YEf(l) j，が従う。故に，

rrl'EN，且つ，k'豆l'~玉k"j，なる或l'が存在し

て，YEf(I') j，が従う。故に，YEU{f(l) IlEN， 

且つ，k'ミJ豆k"}，が従う。

E定義2Jofを， 任意の，ct上の配列， と
し，且つ，kを任意の整数とする。

rrk亘0，ならば，くf;k)=ゆj，

且つ，

rkEdom(f)，ならば，

くf;k)= U{f(j) I jEdom(f)，且つ j~玉k}j ，

且つ，

rkEN¥dom(f)，ならば，

くf;k)= U{f(j) IjEdom(f)}jj， 

によって，記法，<1; k)，を，定義する。

E定義3Jo rfは分割列であるJ，なる事を，

rfはa上の配列であり，且つ， r各各が， dom 
(f)に属する任意の元である，j，及び，k，に

対して， rjキk，ならば，f(j) nf(k) =ゆjjj，

なる事である， と，定義する。

[注意1Jo fを任意の分割列とし，且つ k'，
及び，kぺの各各を，dom(f)に属する任意の
元とする。 k'手r，と仮定する。 U{f (1) I lEN， 
且つ，k'王手1-:，玉k"}=くf;k")¥くf;k')，が従う。

これを示す。 XEU {f (1) IlEJIv，且つ，k'主計孟k"}，

なる任意の Z を固定する。 rrlEN，且つ，k'逗
I~玉h勺， なる或 lが存在して，xEf(l)j，が従

う。このlを固定する。 rrlEN，且つ，1三玉h勺，

且つ，xEf(l) j，より， rrt' EN[max dom (f)]， 

且つ， J'=三hり，なる或l'が存在して，xEf(I') J， 

が従う。 ところが， N[max dom (f) J = dom 

(円。放に XEくf;k")，が従う。 rt"EN，且つ，

1"三三k'j，なる任意の 1"を固定する。 k'語1，よ

り，I"Ji;J，が従う。故に 1"キ1，が従う。 rf

は分割列であるj，なる事， より，f (1") nf (1) 

=ゆ，が従う。故に，xc!f(I")。故に， rrt"EN， 
且つ，l'三玉k'j， なる任意の 1"に対して，xC! 
f(l") j，が従う。放に， rrt"fN[max dom 
(f)J， 且つ 1"豆k'j， なる任意の 1"に対し

て，xc!f(I") J， が従う。 ところが， N[max 

domげ)J=domげ)。故に，xC!くf;k')，が従

う。故に XEくf;k")¥くf;k')，が従う。

次に，YEくf;k")¥くf;k')，なる任意の yを

固定する。 rYEくf;グ')， 且つ， YC!<I; k') j， 

が従う。 YEくf;k")，より，rjEN[k勺，なる或

jが存在して，YEf(j) j，が従う。この jを固

定する。 jEN[k'J， と仮定する。この場合，

f(j)三くf;k')，が従う。ところが，YEf(j)。故

に，YEくf;k')。 これは， YC!<f; k')， に反す

る。故に，jC!N[k勺，が従う。 jEN[k'勺， よ

り，k'弄j:三hぺが従う。放に， rr j' EJIv，且つ，
k'孟j'三玉h勺， なる或 fが存在して，YEf(j')j， 
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が従う。故に.YfU{f(/): hN， 立つ.k'三番1-;玉

r主が従う。

2Jo上述の. [注意1J.における，後半

の議論， より. r缶意の a上の龍列.f，及
び. rk'fdom(f)， ゑつ，k" Edom (f) ， 

k'塁手先11J， なる， t去意の Z，及び，任意のr，
に，対して，<!;k勺¥くf;k').♀は{f(l)I hN. 
j立つ， 長'逗f二五島"}J， が従う。

4Jo A ~ピ在意の事象とする。げは A

に対ずる分割列であるよなる

げは分割列であり，立つ，

A= U{f(j) I jfdo釦(f)子

J， 

なる事である，と，定義する。

f定義5Jo~きと，告意の ， a上の定性的確率，

とする。'Ijは等分割殉であるJ，なる

rtは分離碍であり， 良'0， fjEdom(f). なる
佳意の j，及び， kfdom(f)， なる任意の k，

fこ， 対して，rf(j)ペ列島， 主主つ，列島 ~f

(j) JJJ， 

なる事である，乙定義するG

6 ペ色任意の，a上の定性的確率，
とし，立つ.Aな任意の事象とするortはA
に対ずる等分割列であるよなる事官乙

rfは Aに対する分割列であり，立つ.fは等

分列で詰うるJ，

なる事である， と，定義する。

E命題1]0 fを， 任意の a上の配列， とす
る。

rkf剖，なる任意の k，及び， IEω， なる任意の

1，に，対して，

I)JJ， 

が従う。

ならば， <!; k)三く1;

C諒明 kfω， なる任意の k，1支び，lEω，ーな
る任意の 1，主主び， XEくf;k)， なる託業、の X，

私題定ずるo k二五えを鎮定する。絞り{/(jうi
jfN[kユ〕・，より， fjEN[見なる議 jが存在し

て，xff(j)J，が従う。この j念頭定ずる。

jEN. J主つ.xEf(j)J. が説む

ところが，島三五人放に fj三五1.旦ゥ.jEN. 旦

つ， xff(j)Jo放に.fjfN[I]， 立つ.xEf(j) J。
放に， fj'ENClJ. なる或 j'が存在して X(:j

(j') J。故に， Xfしi{f (j') I j' fN [IJ子。故に，前
くf;1)。

結論が従う。 C証明終Jo

〔命繕2 fを，在意の a上の菌i:E7U， とす
るO

rkω， なる任意、の k，及び， h印，なるま意の

1， に， 対して rくf;k)三くf;1)， 或いは，
くf;1)長くf;めJJ.

が能う。

[証明JokE叫なる任意の k，及び.h的なる
任意のえさと， Ii盟定ずる o rくf;k)♀くf;1). 
には非ずJ. と抵定するo [命題1J， より，
には非ずJ，が従う。故に手h。放

に.1孟h。放に， 仁命題1]. より， くf;1)三

くf;会〉。ところが， r<!; k)三くf;1)， には非
ずJ，より， r<!; k)=おくれ 1)き には非ずJ， が
従う O 故に，くf;1)長くf;k)。
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結論が従う。 E証明終1。

〔命題3 ペ色任意の，a上の定性的確率，
とし，立つ，J，及び，g，の各各右C，任意の，
aJニの翼政止 とし，主主つ，cpな，任意の， dom

(f)から dom(g)への全射，とする。

rijfdom(f)，なる在意のjに対して，g匂(j)) 

ぺJ(j日，

且つ，

fは分割安JJJ，

をど仮定する。

rkEdom(j)，なる在意の hに対して，

くgocp;k)ベくf;k)J， 

が従う。

E註現JoK出。ikfdomザ)， よ主つ， iくgoヂ;k) 
ペくf;k)，には非ずJ}，とEまく。

iK=φ， には非ずJ， と競走して， 矛患を導

く。この場合，モKにおいて最小である， 元，
が，存在する。この党合長(ゆと表記する。部

ち，

k(*) = min K， 

と震まく。

i<go<p; l)=g句(1))，且つ，くf;1)ぉf(1)，

11つ g匂(1))ぺf(1)J， より，l$K。放に，
o放に，k(吟-lEdom(f)。放に針。

の般小性十より o

くgo伊;k(*)ーや咲くf;k(*)-1)。

一方，

g(テ(k(吟))ベf(k(*))。

また， rjは分割列であるJ，なる事より，

くf;kら)-1)日f(k(の〉日φ。

放に，

くgoψ ;k(吟-1)U (goψ) (k(*))ペくf;k(*) 

-l)U!C会(*))。

故に，

くgoψ;k(*))ペザ;k(*))。

ところが，k(*)fKより，

i <go <p ; k ( * ) )イくJ;以来))，には非ずJo

放に矛績が生じる。

故に，

K官。。

故に季

ikEdom(f)，なる任意の hに対して，rkEK， 

には非ずJJ。

故に，

ikEdom(f)， なる任意の hに対して，<goヂ;

めぐくf;k)Jo 

結論が従う。 C証明終
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C命題4ユ。ょベをい。在意の，.::(:t:ょの定性的確率i
とL，立つ，J，及び，..g， の各各も舘意り，
ClJ之の現列，とし，且つ I{J私在意の， dotll 

(j.)から doin(g)伐の企鉱とする。

fTjfdoro (f)， なる在意、の j戸に対して，

g(タ(j))~f(j) J， 

立つ，

fは分割列，

立つ，

IjEdom(f)，なる或 jが存在して，

g(1{J (j))会f治JJ，

を仮定する。

くgo引 maxdom(f))味<f;max dom(j))， 

が従う。

C証隣JoK={kJ kEdom(f)，旦つ， IjEdom(j)， 
なる或 jが存在して， Ij~豆k， 立つ，g(少(j)) 

吠J(j)jJ}，匂と置く。

M坦 {mJmEK， 

Uこは非ずJ}，

と童心

「くg。タ;m)会<f;m)， 

Mキ。， と仮定して，矛盾を導く O

総与)おお minM，

く手 φ

lEM，三の場合をど考える。この場合， lEK，。故ぬd

K の定義， より，g(1{J在日吠f(1)。 ところが，

Mの定義， より， Ig(タ(1))恭氏s，、には非，
ず」。故に，矛j震が生じる。放に，

1$M。

放に， 2芸;;;m(業)。放に m(*)-hdomザ〕。

m(吟-1EK， の場合を考えるo m(*)の毅小

性，より，m(水)…1$M。故に，

くgoヂ 11宮(*)-1)弐くj;m(吟-1)。

ところが， Ig匂(m(*)))ペl(mい))香
くf;m(*) -1)nf(微か))口針。故に，

くgoタ;m(*) -1)U (goψ(m(*))弐</;紛争〉
-1) Uf(11まく*))。

故に，

くgotp;m(*))寺会くf;m(り〉。

故に，

m(*) $M，。これは，m(ゆEM，に反する。

m(吟←l$K，の場合を考える o m(*)fK， 及

び，K より，

IjEdom(f)， なる任意の jに対して，Ij三玉

m(*) 1， ならば， lg(I{J(j))長f(])， には非

ずJJJ.

及び，

I jEdotTl (j)，なる議jが存在して，ハu三五m(*)γ
且つ，g匂(j))弐/な)JJ， 

が提う O 故に，
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ミ e 、ノ

g(伊Cm(ホ)))会1(11まいう〉ο

一方， [命題3J，より，

くgoタ;m(*)…1)ペくf;mか) 1)。ところが，

くf;mくの-l)nfC紛ら))ヱサ。放に，

くgoタ mか)-l)U (goψくmい))=/$/J;m(吟
-I)Uf(m(*))。

故?こ，

く王子タ;m(*))弐くf;紛ら))。

故~(..，

m(*)$M。これは，mC.r.)EM， に反する。

故に，M=仇が従う。故に，

max dOI混ぜ〉主主M。ところが，復定より，

maxdom (j) EK.。放に，M の定義，より，

くgOyJ;max domくf))弐くf;max dom(f))。

結議が従う。 E誌現終Jo

〔命題5 fを，任意の，a上の蹴列， とし，
ペ~， 任意の a上の定性的確率， と

ずる。

f缶意の事象，A， に対して， rrACU{fCj)1 

jEdom(f汗，且つ， 教会Aj， ならば， rjEdom 

的，なる鱗 jが存在して，ゆ弐A日f(j)jjj，

が鈍う。

E証続三己伍窓の芸評象，んどを盟主をするo..JAClJ
{f(j)ljfdo凶ザ〉主 俳句尖AJ，と競走Tず

る。 rj旺dom(f)，なる世意の jに対して，A口
f(j)=誉教j，と仮定して委矛盾を濃く。 rjfdom
(f)，なる在意、のjに対して，g(j)加 AnfCρJ，

及び， rjEdom(f).なるを撃の jに対して，

h(j)問。j，によって，a上の配列1.g，lえび，
a上の記7lJ，h， を，ま定義する。r}Edom(fλ
なる任意の jに対して，g(j)限延h(j)ょ が従
う。故に[命題3J，より， り{g(f)j jEdom 

(g)子イリ{h(ρ1jEdom(h)}，が従う。 ところ

が， r A=A n U{f(j) i jEdom(f)子。瓦つ，An
U{f(j) I jEdom(f)}包帯U{g(j) I jEdom(g)}Jo' 
故に，A = U {g(j) ! jEdom (g)}。一方， U{h(j)i 
jEdom(h)}=役。故に，A眠録。これは， φ尖A，

に反する。故に， rrt，domび)， なるを濃の j
に対して，A行f(ρペゆj，には非ずJ.が従う。

結論が従う o 亡設現終]。

〔命題6Joペ私設意の.a上の定性的確率，
とし，且つ.fを任意の等分譲列jとーする。

下ff:窓の事象，A， に対して U{f(j)I 
jEdom(f)主民つ， 終調会AJ，ならば， fjEdom 

(f)，なる任意の jtこ対して，。後f(j)jjj，

が従う。

E証明任意の事象，A， をど間定ずる。 rAS三

U{f(j) 1 jEdom(f)}，立つ，rt会Aj，と叙定す

るo[命態5J，より， rj'Edo剖 (f)， なる或j'

が存在して，世長Anf(j')j， が被う。 この j'

を闘定する。 Anf(j')Cf(j') ，より，Anf(j') 

ベfく作。放に， φ失f(j')。一方，ifは等分譲u
列であるj，なる事より， ijEdom(f)， なる任

意の jに対して，f(jうんf(j) Jo jEdom Cf)， 

なる任意の jを韻定する。供会fiψ，が従う。

結論が能う。 E議E努終
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Jo .ぐを， a上の器1範的確率，
とし，iLつ，fik任意の等分割列とナる。

「を窓、の事象，A， に対して， rrA~二 U{f(j) ， 

jEdom(f)}， iLつ，ゆ尖AJ，ならば， rkEdom 

(f)， なる伍;替、のた，及び， lfdom(f)，なる

意の 1，に，対して，市長えの場合，且つ，

その場合に楳って，くf;めペくf;.1)JJJJ， 

が従う O

C証!則。 rA♀U{f(j)I jfdomザ乃，札つ，弱味

AJ，なる，桂意の泰象，A，及び， kEdom(f). 

なる在意の k，及び 1在dom(f)， なる

えを，間定する。

長三五1，と痕恕する。〔命題1]， より， </;長〉

三くf;1)。放に，くf;k)ベくf;1)。

rk::.玉えには非ずJ，llPち，1嘉久 と，
るo k長maxdomげ)，より， l~ぷmax dom 

び〉。故に，1十1;:;五maxdom(f)。裁に，1トI

Edom(f)o [命題6]，より，o寺会f(l+1)， が従
うミ故に，くf;1)丹f(l十1)同教， より， </; 1) 
=会くf;l)UfCl十1)。 ところが，くf;1)己f(l今
1)くfけや1)。放に，くf;1)会くf;I+1>。一
I<J，手k，より，1ト1三致。故に， [命題1]，よ

り， くf;1十くf;k)。設に， くf;1十1)首長

くf;k)。故にくf;1>点くf;k)。

結論が従う。 E証明終

じ命題8 f， 及び g， の各各私任意の等
分割列， とし，立つ nfN，なる琵意の nを

画定する。

rN[匁]同dom(f)，主主つ，N[n]口 dom(g)，

rj百N[匁]， なる伝怒の jに対して，if 
治会g(j)JJ，

を法定する。

「是正N[n]，な
必くg;k)JJ， 

が従う。

C議E現Jo[命題3J，より，

hに対してt" rくf;鈴

ii是正N[nJ. なるを意の hに対しで， くれわ

ペザ;会>J.立つ， ikEN[匁]，なる任意の hに

対して，<f; k)ペくg;k)JJ， 

が従う O 放に，

rkEN[量Z]， なる在意の hに対して，<f; k) 

三年くg;k)J。

結論が従う。 E証明終Jo

E命題9 ペ私在意の，a上の定性的確率，
とし，主主つ，fを在撃の等分割列とする。

i k' Edom (f) ，なる在意の h'，及び， k"Edom 
(f)，なる缶意の F，に，対して ik';:長F，

ならば， rk" -k'Edom(f)，且つ，くf;k" -k') 

会くf片付〉¥くf;k')JJJ， 

が詑う。

C斑現ユok' Edom (f)， なる任意の E，及び，

rεdom(f) ，なる在意、の r ，弘固定する。

kP2手k'F，と荻定ずる。 ik"-k'EN， 立つ，k" 

k'謡館axdomげ)J，が従う。故に，k" -k'EN 

[max dom(f)]oととろが， N[max d山om(ザfう〉
お叩ロd伽O臨 Lげf)λο 故に， k"-k'Edom(刀， が集う。

ijEN[k" -kつ， なる任意の jに対して， rg 

くj)口 f(j)， iLつ，h(j)出 f(k'十ρJJ，

によって a上の龍邦.g， 及び， aJ之の艶
列，h，議f，定議する。
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陳述10ig，、及び，h，の各各は， 分割列であ
るj，

を示す。

j' EN [k" -k'J， なる任意のj'，及び .j"EN

[k" -k'J，なる任意の jぺを，固定する。j'キ

f'， と仮定する。グ十j'キk'+ j"， が従う。If
は分割列であるj，なる事， より， If(j') nf(j") 
=仇且つ，f(k'十j')n!(k'十j")=ゆj，が従う o

gの定義，及び，hの定義， より，ig(j') ng 

(j") =ム且つ，hげ)nh(j") =ゆj，が従う。
故に，g，及び，h，の各各は，分割列である。

陳述1，が従う。

陳述20ig，及び，h，の各各は， 等分割列で

あるj，

を示す。

j'EN[k" -k'J， なる任意のj'， 及び j"EN
[k" -k'J， なる任意の jH，を， 固定する。If

は等分割列であるj，なる事， より， If(j')会f
(j") ，且つ，f(k' +jうんf(k'十j")j， が従う。

gの定義， 及び，hの定義， より，ig(j')zg 

(j") ，且つ，h(j')会h(j")j， が従う。一方，

陳述1，より，g，及び，h，の各各は，分割列

である。故に，g，及び，h，の各各は，等分割

列である。

陳述2，が従う。

陳述30 ijEN [k" -k']， なる任意の jに対し
て，g(j)会h(j) j， 

を示す。

jEN[k" -k'J，なる任意の jを固定する。If

は等分割列であるj，なる事， より，f(j)とf
(k' +j)，が従う。 gの定義，及び，hの定義，

より，g(j)ゐh(ρ，が従う。

陳述3，が従う。

陳述2，及び， 陳述3，及び， [命題8]， よ

り，fjEN[k" -k'J， なる任意の iに対して，
くg;かとくh;j)j，が従う。故に，くg;k" -k') 

会くh;k" -.k')，が従う。ところが，くh;.k" -k') 

= U{h(j)ljEN[k" -k'J}= U{f(k'十j)ljEN日"

-k'J}=くf;k")¥くf;k')。また，くg片付-k')

=くf;k" -k')。故に，くf;k"-kうえくf;k")¥ 

くf;k')，が従う。

結論が従ラ。 じ証明終〕。

C命題lOJoA，及び，B， の各各を，任意の事

象とし，且つ，fを，任意の，A vこ対する等分
割列， とし， 且つ，gを，任意の，Bに対す
る等分割列， とし，且つ nEN，なる任意の n

を固定する。

rA会B，且つ，N[nJ =dom(f)，且つ，N[nJ 
=dom(g)j， 

を仮定する。

1 jEN[n]， なる任意の jに対して，If(j)会

g(j)jj， 

が従う。

【証明JoK ={k I kEN[nJ，且つ， 1くれわ会くg;
k)，には非ずj}，と置く。

K~cþ ， と仮定して，矛盾を導く。 IkEK，なる

任意の hに対して，k豆nj，であるので， この

場合，Kにおいて最大である，元，が，存在す7
る。この元を k(**) と表記する。即ち，

k(**) = max K， 
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と置く。

「係官N[必，且つ，A鳴くf;n)， 且つ，B=くg;

?の，旦つ，A会BJ， より，fnEN[nJ， 且つ，
くf;n)会くg;n)J，が従う。放に，n$K.。故
ーに，k(料) 故に，

k(料〉ゃlEN[n]o

放に，k(村〉の綾大性， より，

式1。くf;創刊)+1)会<g;k(料)+1)， 

が絞れ

くf;k(紳))弐くg;kかの)， る。

酋所10くれ k(料))ngくたいの十1)=ふ及び，

式1，より，

20 g(k(料)叫〉弐f(k(**)十位。

If，及び，g，の各各比等分割列であるよ

なる事， より，

IkfN[n]， なる法議の hに対して.r g(k):::ご
gゆか*)十1)，品つ，f(易会fゆかの十1)JJo 

「恥N[nJ，なる任意の hに対して， I g(k)会

f(k)JJ。

故に， [命題4Jより，

箇所20くれ k(帥))弐くf;k(料))。

これは式2， 。

くg;k(料))吠くf;k(料))，の場合を考える。

ト

え.凶ー 「醤月号1，べから，簡所2，まで、，、の議

論， る，

各各，g，及び，j，に，

り，得られる より， じる。

放に，K口。。故に，

IkfN[n]，なる

くg;k)J。
k tこ対して， <<; k)会

是正N[匁]，なる在意の h合間定i"'る。

「くf;k-1)Uj(k)ゐ<g;k-1)Ug(k)，立つ，

くf;k-l)るくg;k…1)，立つ， くj;k-1)n 
f(k) =ゆ 1主つ， くg;k-1)日g(た〉出掛J，(但

し， ここで， Iくf;0)=仇主主つ，くg;0)=鮎

なる率，弘注意する)，に，より，

j(ゐ)~g(k) 。

結議が従う。 E蓋努終]手

第5節。精密比較の公準。

1]。精密比較の公準，但し，この呼称は筆

者の案にすぎない，なる殺は，サヴェジ

[3エ第3議第3節， 38買における下から第2

番目の投薬，において，公準 P6うとして，提

示されている者でるる。但し，サグ品ジ氏が提

している瞭述は， [命題1]における穣述，で

あり， [定義1Jにおける諜述， ではない。 E定

義1]における陳述，の方が， [命題1]におけ

る陳述， よりも， より基本的な表現形式な所有

している， と，ミ~U耕して， この， [定義1]にお

ける諌述，主c，r公務J，として，提示する事に
したのである。倒し， この論文において， r穣
密比較の去準， よりJ，なる様式， によって，

言及される擁述，は， [命題1]における陳述?

である事，も詮意する。
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E註 2]~ .[昔話題51に対するC説鴎エは，サヴ

ジ[3J，第3j奪第3欝， 371ま， 定理3，

る，問護Z，同章同節，から38頁まできにお

いて，展開されている，誌現，中の，最後から

2番目の設藩，この段落はi司警の 38頁に

る， における議論， に， 主主づく者である。

しサヴ且ジ氏の，論述の様式，と，

論述の様式， とは，間ーではない。

3 Jo [命題5Jを， [命題6.1Jに対する E証

において，意UJ書する。

[定義1 ピ，任意の，ぷ忍上の定性的議選事，

とする orベは糧密比較の公準を;持たすJ，なる
「ペは次の穣述を満たすJ，なる事であ

る，と，定義ずる。

陳述。 rA正弘なる任意の人及び B正

β，に，対して，rA会B，ならば，

f，及び，僻N，なる或久が，存在
して， rdom(f)口秒IkEN，且つ k話吟， 且
つ， rjEdomげ)，なるを意のjに対して，fW
EaJ，立つ， S出 U{f(j)i jEdom(f)}， 瓦つ，
¥jEdom(f)， なる{任意のjに対して，AUf(j) 

会BJJJJJo

この陳述も藷密比較の公準， と呼

ぶ。この稼述は， r任意の選手象，A，及び，
の事象。 B， に， 対して，iA会B， なら

f或，a上の寵苑，f， が存在して， iS出 U{f
(j計六dom(f)子，主主つ， ¥jEdom(f)，なる任意

の jに対して，AUf(j)弐BJJJJJ， と表現さ

れる。

1J。ペ主t，任意の，a上の定性的確率，
とする。「ベは精酪比較の公準君ど満たすJ，なる

と， rベは次の陳述を満たすJ，なる事とは，
開イ直である。

援述。「任意の事象，A， 及び，

B，に，対して，rA会B，ならば r成， Sに
対する分割列，f， が存在して，¥j百dom(f)，
なる在意の jに対して，AUf(j)味BJJJJ。

E言E関Jo[命題 1]，における，陳述，か

務比較の公準，が従う， なる事，は， rsに対

する分裂列J，及び， ra上の重e7UJ，の， 定義

より従う。

長;意の芸評象，A， 及び，

国定ずるoA，会B， と
準， より， r或，a上の配望号U，f，が存在して，
rs口 U{f (j) i jEdom (f) }，立つ， fjEdom (f)， 
なる託意の jに対して， AUfCj)会BJJJ，が

縫う。このfi;t:閥定する。 ij正dom(f)，なる経
意のjに対して， g(j)ココf(j)¥U{f (j') i j' Edom 
(f)， Jlつ， fs五j}J，によって，dom(f)から
必への学議，g，を安定義する。

10 S= U{g(jヲIt:dom(g)}， 

を示す。

釘s，なる怪意の X~ど盟定する。 S口 U{f(j)I 
jEdom(f)}， より， r jEdom (f) ，なる或jが脊

在して，Xザ(J)J，が従う。裁に，{jl jEdom(fλ 
且つ，xEfCi)}キ件。故に，{jl jEdom(f)，立
つ，xEf(j)}において最小である，が，存

る。 このラ色合 j(のと表記する。郎ち，

j(め=min{j! jEdom(f)，立つ，Xザ(jヲ}，と

く。 j(*)需 L の場合においては， iXEf(l)，主主

つ，f(1)ヱ g江)J，より， XEg(j(*))，が従う O

2二三j(*)， の場合を考える。 j(*)の最小性， よ

り， fjEdom(f)，なる章、の jに対して， ij豆

j(吟，ならば，x$J(j) JJ，が従う。放に， xEJ: 

U{f(j) I jEdom(f)，且つ，ji長j(*)}。故に，
XEfCiC*))，より，xEfCi(*))¥U{f(j) ijEdom 
ザ)，且つ，j語j(*)}。故に，院gぜいわ。放に，

fj (*) Edom (f) ，立つ， domげ)=do践活)J，ょ
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り， ijEdom(g)， なる誠 jが存在して XEg

(j) Jo放に，抗U{g(j)1 jfdom(g)}。
絞り{g(j)jjEdom (g)}，なる ff践の Z を国

る。IjEdom(g)， なる惑 jが存在して，

Xf.g(j)J， が毅う。この jさと関まきする。 g

義より， i xff(j) ， liつ，x$U{f(j') !j'Edom 

(f)，主主つ， fs五分ムが従う O 故に，xEf(j) 0 
rjEdom(g)，旦つ， dom (g) = dom (1) J，より，

ijE'domザ)， なる誠 jが存在して，xff(j)Jo 

故に X正当{f(j). jEdom(f)}。 ところが， り

{f(j) 1 jEdom(I)}=5。故に，府50

式1，が従う O

隣諸10ikE'dom(g)， なる経章、の k，及び，

lEdom(g)，なる筏震の1，に，対して，ikキ1，

ならば，g(k) n g(l) =ゅよ1，

kfdom(g)， なる在輩、の k，及び， hdom(g)， 

なる任意、の 1，私題定する o kみや1，と長定ず

るo k~手1，の場合を考える。

g(k) ng(l) 

ゐ)n (f(l)¥U {f (/') 11' E'dom (f入且つ，
r議長1})
Cg(k)行(f(l)¥f(k))

= (fC的¥ザ{f(k')I k'Edom(f)，且つ，k¥.k})

n (f(l)¥f(会))
初日(f(l)¥fゆ))
。，

より，g(長)日g(l)=仇

の場合~考える。

g(k) ng(l) 

うO 次に，lJi;.k， 

CfCゑ〉¥U{f(k引先'Edomザ)， jユゥ，k'話会})
ng(l) 

三(f(k)¥f(l))丹g(l)

エ (f(k)¥f(1刀打(f(1) "" U {f (1')1 [' Edom (f) ， 

1'~手f子〉

三二(f(k)¥j(I))nf(l) 

1>， 

より，g(的作g(l)=1>， が従う。

陳述L が従う。

陳述20ijEdom(g)，なる在意、のjに対して，

AUg(j) 

を示す。

jfdom(g)，なる任意の jを顕認する o dom 

(g)出 dom(f)，より， jEdom(f)。故に，AU 

f(j)弐BoA U g(j)三AUf(j)， より，AU  

g(jヲイAし)f(j)，が従う。故に，AUg(j)会Bo

陳述丸が挺う。

gの定義，及び，式1，及び， ~東述 1 ，及び，

務室述2，より i或， 5に対ずる分筈d発，If， 
が存在して， fjEdom(f'入 なる任意の j

して，AUf'(j)弐BJJ，が挺う O

う。 E証明終〕。

E命題2Joペすと，在意、の，精機比較の公準され鴇
たす，a上の定性的確率， とし，且つ，E
O弐E，なる在意の事象とする。

f議事象， EF， 及び， 或事象， EFF，が，存在

して，iE=E'UE"，立つ，E'nE"=手，立つ，

ゆ会E"，liつ E"ベE勺J，

が詑う。

精密比較の公準， より， r減， 5に対
る分露見 f，が存在して， ijEdom(f)， な

る任意の jに対して，f(j)会EJJ，が従う。こ

の fi;r:闘定する。 ところが，iE三5，
S戸当{f(j)I jEdomザリJ。故に， [命題4.む，
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より， rj'Edom(刀，なる或j'が存在して，供会

Enf(j')j。この j'を固定する。 E日f(j')三

f(j')， より，Enf(j')ペf(j')。ところが，f(j') 

弐E。故に，Enf(j')弐Eo[命題3.13J，より，

O弐E¥(Enf(j'))orE*= E日f(j')， 且つ，

E料=E¥(Enf(j'))j，と置く。 rrE**ペEへ

ならば，rE'=E*，且つ，E"=E料jj，且つ，

rE*弐E*へならば rE'=，E料，且つ E"=
E* jjj，によって E'，及び，Eぺを，定め

る。 rE*.会E*へ ならば E水ペE**j， より，

E"ペE'，が従う。 E'，及び， E"，は，結論に

おける性質を満たす。

結論が従う。 〔証明終]。

C命題 3]。ぺを，任意の，精密比較の公準を満

たす，a上の定性的確率， とし，且つ，A，及
び，B，の各各を，任意の事象とする。 A会B，

を仮定する。

F或事象，E，が存在して， r AUE.会B，且つ，
AnE=ゆ，且つ，ゅ弐Ejj，

が従う。

E証明]。精密比較の公準， より， r或， sに対
する分割列，f，が存在して， rjEdom(刀， な
る任意のjに対して，AUf(j)弐Bjj，が従う。

この fを固定する。 A弐B，及び， [命題3.
13J，より，ct会B¥A。故に， [命題4.5]，より，

rj'Edomげ)，なる或j'が存在して，ct弐(B¥A)
IJf(j')J。この fを固定する。 E=(B¥A)n
f(j')， と置く。 AUE~二AUfげ1 より ， AU

EぐAUf(j')。ところが，AUf(j')弐B。故に，

AUE会B。一方，AnE~二A 日 (B\A)=仇よ

り，AnE=れまずこj'， vこ対する，固定の

様式， より，ゆ会E。

結論が従う。 E証明終1。

[命題4J。ベを，任意の，精密比較の公準を満

たす，a上の定性的確率， とし，且つ，A，及
び，B，の各各を，任意の事象とする。 A弐B，

と仮定する。

「或事象， E，及び，或事象，Eぺが，存在
して， r AUE'UE"弐B，且つ，An(E'UE勺
=仇且つ，E'日E"=仇且つ，。弐Eぺ且

つ E"ペE'jj，

が従う。

[証明Jo[命題3J，より， r或事象，E，が存
在して，rAUE弐B，且つ，AnE=ム且つ，

O弐Ejj，が従う。この E を固定する。 E命題

2 J，より， r或事象 E'，及び，或事象，Eぺ
が，存在して，rE=E'UEぺ且つ，E'nE" 

=仇且つ，ゆ=会Eぺ且つ E"ペE'jj，が従
う。ここにおける， EC及び，Eぺ を， 固定
する。 rAUE'UE"弐B，且つ，An (E'UE") 
=仇且つ，E'nE"=仇且つ，科会Eぺ且

つ，E"~E'j ， が従う。

結論が従う。 C証明終1。

〔命題5J。ペを，任意の，精密比較の公準を満

たす，a上の定性的確率， とし，且つ， Gを，
任意の，Nから必への写像， とする。

「航N，なる任意の nに対して，rG(n十1)三

G(n)，且つ，G(n+1)ベG(n)¥G(n十1)jj，

を仮定する。

「供会H，なる任意の事象，H， に対して，rn' 

EN，なる或 n'が存在して，G(n')弐Hjj，

が従う。

E証明1。背理法による。

「或事象，H， が存在して， rゆ弐H，'且つ，
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[-nfN，なる任意の nに対して，HぐG(n)jjj， 

を仮定する。この Hを固定する。

精密比較の公準， より，

「或，Sに対する分割列，f， が存在して，
rkfdom(f)， なる任意の kl'こ対して，f(k)弐

Hjj， 

が従う。このfを固定する。k(**)= max dom 
げ)， と置く。

K = {kl kfdom (f) ，且つ， rくf;k)弐G(k(**)

-k+1)， には非ずj}，

と置く。 Kキふと仮定して，矛盾を導く。

k(*) = min K， 

と置く。「くf;l)=/(1)， 且つ， f(1)弐H，且
つ，HペG(k(料))j，より，くf;1)弐G(k(**))。
故に，1$K，。故に， 2豆k(*)。故に，k(*)-l 

fdom(f)。故に，k( *)の最小性，より，

式1。くf;k(*) -1)弐G(k(**)-k(*) +2)， 

が従う。一方，rG(k(**) -k(*)十2)ペG(k(**)
-k(*)十1)¥G(k(**)-k(*)十2)，且つ，HベG
(k(**) -k(*)十2)，且つ，f(k(*))弐Hj，より，

式i2 0 f (k(*))弐G(k ( **) -k (*) + 1)¥G  
(k(**) -k(*)十2)，

が従う。式1，及び，式2: より，くf;k(*) 

-l)Ufゆか))ヲ正G(k(**)'--kが)+2)lJ(G(k 
(**) -k(*)十1)¥G(k(**)-k(*) +2))。故に，

Fくf;k(*))=くf;k(*) -l)Uf(k(*)J， 且勺，

G(k(**) -k(*) +2)r;:G怖いの -k(*)+l)j，よ

り，

くf;k(*))弐G(k(**)-k(*)+ 1)， 

が従う。故に，k(*) $K，。 これは，k(*)fK， 

に反する。

故に，K=件。故に，k(**)$Ko k(**)fdomげ)，

及び，K の定義， より，

くf;k(**))弐G(1)。

rs=くf;k(**))，且つ， G(1)ベSj，より，

S弐S。これは SイSに反する。

結論が従う。 C証明終]。

第6節。 2進分割系。

〔註1Jo [命題1Jに対するC証明J，における，

議論，は，サヴェジ[3]，第3章第3節，定理

3，における，第5番目の結論，この結論は同

書の37頁に在る，に対する，略式証明， この略

式証明は，同書，同章同節， 38頁，上から第1

番目の段落から，上から第3番目の段落まで，

において展開されているのではあるが，に基づ

く者である。但し，サヴェジ氏の， 論述の様

式， と，筆者の，論述の様式， とは，同一では

ない。

〔註2Jo [命題1Jに対するE証明]， 及び， [命

題2Jに対するC証明]， 及び， [命題3Jに対す

るC証明]，において，各各，従属選択の原理，

及び，有限集合上の選択関数，の存在，に，関

する， [命題2.1J， 及び， 初期条件付き従属選

択の原理，が，利用されている事，を，注意す

る-。なお，{命題1];が， こり節め中心的命題

である。
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E註3Jo [定義3Jにおいて導入される 2進分

割系の概念， は， [命題7.5J，及び，その E証

明J，及び， [命題7.6Jに対する[証明J，及び，

E命題7.7Jに対する〔証明J，において， 利用さ

れる。

E命題1J。ペを，任意の，精密比較の公準を満
たす a上の定性的確率， とする。

「任意の事象，A，に対して， r或事象， A'， 
及び，或事象，Aぺが，存在して，rA=A'U 

Aぺ且つ，A'nA"=ム且つ，A':::::A勺jj。

[証明]。任意の事象，A，を固定する。背理法

による。

「任意の事象， AC及び， 任意の事象，Aぺ
に，対して， rr A=A'UAぺ且つ，A'nA"= 。j，ならば，rA'弐Aぺ或いは A"弐A'jjj，
と仮定する。

rA=BucuD， 且つ B日C=B円D=cnD

=ゆ，且つ， C弐BUD，且つ，B.会CUDj，な

る事象達，B，及び， C，及び，D， から， 構

成される順序対， くB，C，D)， の全体を，cll， 

と表記する。即ち，

cll={xl r或事象，B，及び，或事象， C，及び，
或事象，D，が， 存在して rx=くB，C， D)， 
且つ，A=BUCUD， 且つ B日C=BnD=

cnD=仇且つ， C弐BUD，且つ，B弐CU

Djj}， 

と置く。

背理法の為の仮定，より，くムムA)Ecll。故に，

式10cllキゆ，

が従う。

「くB，C， D)Ecll， なる任意のくB，C，D)，及び，

くB'，C'， D')Ecll，なる任意のJくB'，C'，D')，に，

対して， rrB三B'，且つ C長C'，且つ D'会
D¥D'j，なる場合，且つ，その場合に限って，
R(くB，C，D)，くB'，C'， D'))jj， 

によって，cll上の2項関係，

R(くB，C，D)，くB'，C'， D')) ， 

を定義する。

陳述10rくB，C， D)Ecll，なる任意のくB，C，D)
に対して，rくB'，C'， D')Ecll，なる或くB'，C'， D') 
が存在して，R(くB，C，D)，くB'，C'， D'))jj， 

を示す。

くB，C， D)Ecll， なる任意のくB，C，D)，を，固

定する。

C命題5.2J，より，rD=D*uD*ぺ且つ，D*n 

D料=ゆ，且つ，o弐D**，且つ D**ペD*j， 
なる或事象達， D*， 及び， D**，が， 存在す

る。この場合における，Dぺ及び， D**，を，
固定する。

精密比較の公準， より r或，Dに対する分割
列，f，が， 存在して， rjEdom (f)，なる任意

のjに対して，rf(j)弐D料jjj，が従う。この

fを固定する。

M={ml mEdom(f)，且つ，

CU(D¥くf;m))弐BUくf;m)}， 

と置く。 rD=<f;max dom(f))，且つ，c，弐
BUDj，より， max dom (f) EM。故に M~ぞ
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。。

m(*) = min M， 

と置く。

rB'=BU<f; m(*) -1)， 且つ， C'=CU (D¥ 

ザ;m(*)))，且つ，D' = fCm(*))J， 

と置く。

式20A=B'UC'UD'， 

を示す。

B'UC'UD' 

=(BUくf;m(*)ー1))U (CU (D¥くf;

m(*)))) Uf(m(*)) 

=BUCU(くf;m(*) -1)Uf(m(*)) U (D¥ 

<f; m(*)))) 

=BUCUD 

=A。

式2，が従う。

式30 B'日C'=B'日D'=C'円D'=ゆ，

を示す。

B'nc' 

=(BUくf;m(*) -1))円(CU(D¥くf;m(*) ))) 

= (BnC) U (Bn (D¥くf;m(*))))U (くf;m(*) 

-l)nC) U (くf;m(*) -1) n (D¥<f; m(*)))) 

三(BnC)U (BnD) U (DnC) U (くf;m(*) 

-1)nCD¥'<f; m(*)))) 
=rt， 

且つ，

B'nD' 

=(BUくf;m(*)ー1))nf(m(*)) 

= (Bnf(m(*))) U (くf;m(*) -1)nf(m(*))) 

三(BnD)U (<f; m(*) -l)nf(m(*))) 

=併，

且つ，

C'円D'

= (CU (D¥くf;m(め)))nf(仰い))
= (Cnf(m(*))) U ((D¥くf;m(*))) n 
f(m(*))) 

三(C円D)U ((D¥くf;m(*))) nf(仰い)))
=ゆ。

式3，が従う。

式40C'会B'UD'，

を示す。

m(*)の定義， より，CU(D¥<f; m(*)))弐

BUくf;m(*))。 ところが，BU<f; m(*))= 
BU(くf;m(*)-1)Uf(m(*))) = (BUくf;m(*)
-1)) Uf(m(*)) =B'UD'。一方， C'=CU (D¥ 

くf;m(*)))。

式4，が従う。

式50B'弐C'UD'，

を示す。

m(*)の最小性， 及び B.会CUD， より，

BUくf;m(*)-1)ベCU(D¥くf;m(*) -1))。
ところが，f(m(*))三D¥くf;m(*) -1)，より，
CU(D¥くf;m(*)-1)) =CU((D¥くf;m(*)))

Uf(m(*)))。故に，B'ベC'UD'。式2，より，
A=B'U (C'UD')。式3，より，B'n (C'UD') 

=rt。故に，背理法の為の仮定， より，B'弐C'
UD'ei 
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まえ5，が従う。

式6。くB'.C'，D')fυqo 

これは，式2，及び，式3，及び，式4，及

び，式5，より，従う。

式70 。

これは，B三Bむくf;.m(吟-:-1); より，従う。

念。 CCC'。

これは，二CU(n¥くf;燃料))，より，従う o

90 D'，会D¥D1

を示す。

f より.f(m(吋)長D料。ところ
が; fD料ペD*，J主つ，D事=D¥Dホヘ 立つ，

D料孟DJ。故に. [命題3.12J， より.f(1'Iまい))

弐D¥f(m(吟〉。ところが衣 D'明 f(m(め)。

式9，が従う ο

6，及び，式7.及び，式8.及び，式9，

より，

fくB"，C"， D"> E，.Jl，なる戚くBてC"，D'うが存
在して，R(くB，C，D).くBぺC".D">) J，. 

が従う o

模述1.が従う。

関述1.及び，従隣選択の譲渡， より，

f或， ω から J への写像，F，が存在L-r;， 

d研一究 38-I. 

「鈴E出きなるif意の終に対して，R(F初:).F(n 
dτ 

十l))JJ，

が従う。

この F し， 立つ nr:N，なる各 nに

対して，

くB(n)， C(的，D担))-出F(め，

と鷺く。

β(*) = U{B(n) [nr:N}， 

主主つ，

C(め=U{C(1の[nEN}，

且つ，

D(I)口 n{D(n)[nEN}， 

と置く。

式100 A UCい)UD(吟，

xfA， なるをを震の Zを厨認する。 frxEB(*)， 

には非ずJ.旦つ， f xeC(*). には非ずJJ，と仮

定する。 fnEN，なる授3撃の nに対して.rfXf 
s(的， には非ずj， 主主つ;lxr:C(n); には非

ずJJJ，が詫う O ところが， f1事EN"なる怪意、の

nに対して'，'A=B(n) UC(紛UD(n)J己故に，

fnfN，なる任意の%に対して，xd)加)J。放

に，釘D(*)。故に，

込Cか)UD(*L 

釘B(のUC(ゆりD(吟，なる世窓、の 5を盟諸ず
るoxdまくの， なる場合を考える。 in'e-N，
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或がが存在Lて，抗B(n')Jo'このダ

る。 B(n')三A， より，抗A， が耗う o れ

C(ゆ， なる場合唱ピ考えるo in勺N，なる或 n"

が苓主張して，府C(銘")Joこのがを関定する。

C(n勺豆A，より，肝A，が詫う。肝D(吋，な

る場合を考える。針D(1)， が詑う。 D(1)

より，;uA，が従う。放に

B(*) UCか)UD(*)CAo 

式10，が従う。

競述20imEN，なる缶3誌の m，及び，m'eN， 
なる在意の m'，に，

ば，iB(m) CB(m')， 

を示す。

対して im;;玉mi なら

C(m)♀C(m')jjj， 

meN，なる任鷺の m さと麗定ずる。

K=コ{klkEω，j主つ， iiB(m) CB(m十k)，立つ，

C(m)CC(mやk)j，には非ずj}，

と置く。 Kキムと依定して，矛弱含導く G

k(本〉口 minK，

と戴く。 iB(m)三B(11の，民つ， C(似)♀C(鍛)j， 

より，OEEK。設に 1;;議(吟。故に，k(*)…1E 

掛o k(*)の最小也より，iB(m) 十k(*)

-1)， j主つ，C(m)三C(m+k(*，)-1)j， が箆

う。ところが，

R(くB(m十長(~<) -1)， C(紛や長(*)、…1)， • D(m 

十hか〉…1))， くB(m+k(*))，C(m十たか))， 

D(m十会与))))。

故に，iB(m十k(*)-1)三B(m十k(水))，立つ，

C(m+k(*)…1)♀C(m+k(め)j。放に，

iB(m)♀B(m十k(*))，豆つ，C(m)CC(m十

k(*))J， 

が従う o 放に，k(*) EEK.。 これは，k(けfK.
に反する。故に，

K=φ。

m'fN，なるを意の m'を国主義する。 m<m¥と

艇定する。 K=仇 より m'一例経K。ところ

が，m'-mf封。放に，K の定義，より，

仁B(m)r;;;，B(m…ト(m'-m))， 

(m十(m'-m))Jo 

つ，C(m)CC 

放に， iβ〈量的手B(m')，且つ，C(m)三C(mうJ。

陳述2.，が提う。

式110B(*)円C(本)明手，

を示す。

iXEB(*) nC(吟，なる或 Zが存在するJ，と

援ヌをして， 矛盾を導く。 この Z を閤定するo

iXEB(*)，立つ，訓C(*)J，が議う。故に，

iin'eN，なる或安どが存在して， 府β(n')J，j主

つ， in勺N， なる或 n"が存夜して XEC

(n勺jj， が詫う o ここにおける， 銀1及び，
nH，きと，国定ずる。醸述2，より，I"B(nうCB

(max{n'，鈴."})， 主主つ C加勺三C(max{n'，
鈴守)j。故に， iXEB(思a玄{n'，n"}) ， j主つ[都C

(max{n'，ぉ"})jo放に，

京 B(max{n'，n"}) nC(max{n'; n"})。

故に， B(max{n'，必"})n C (max{n'，ダ'})キ妙。

これは.B(出ax{n'，n"})丹C(max{n'，n"}) 

手， tこliiずる。
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式11，が従う。

式120B(*)nD(*)=o， 

を示す。

iXfB(*) nD(*)，なる或 Zが存在するj，と

仮定して，矛盾を導く。 この Z を固定する。

iXfB(*)，且つ，xfD(*) j，が従う。故に，

iin'fN，なる或 n'が存在して，xfB(n')j，且

つ，infN，なる任意のnに対して，肝D(n)jj。

このがを固定する。「抗B(n')，且つ xfD

(n')j，が従う。放に，xfB(n')日D(n')。故に，

B(n')日D(n')キゆ。これは，B(n') nD(n') =ム
に反する。

式12，が従う。

陳述30 infN，なる任意のnに対して，iB(*) 

三B(n)UD(n)，且つ，C(*)三C(n)UD(n)jj， 

を示す。

nfN，なる任意の nを固定する。

箇所 10xfB(*)，なる任意の Z を固定する。

xfB(n)，の場合を考えるoxfB(n) UD(n)，が

従う o x$B(n)，の場合を考えるo xfB(*)，よ

り，in'fN; なる或 n'が存在して，xfB(n')j， 

が従う。この n'を固定する。陳述2，より，

in'孟12，ならば，B(n')三B(n)j。故に in'三三n，

ならば，xfB(n)j。ところが，x$B(的。故に，

n豆が。故に，陳述2， より，C(n) CC(n')。

B(n') ncゅう=仇より" x$C(n')。故に，
x$C(n)。一方，Bゅう三A，より xfA。故

に，ix$B(n)，且つ，x$C(n)，且つ，xEAj。

故に，A=B(n)UC(1のUD(n)，より，xfD(n)。
故に，xfB(n) UD(n)。故に，各場合において，

箇所20xfB(n) UD(n)，が従う。

「箇所1，から，箇所2，まで，における，各

記号，B，及び¥各記号， C，を，各各，記号，
C，及び，記号，B， に， 置き換えるj， なる
事， より，得られる議論，に， より，

iXEC(*)，なる任意の Z に対して，xfC(n) U 

D(n)j， 

が従う。

陳述3，が従う。

式130 D(*)ペ仇

を示す。

。z会D(*)，と仮定して， 矛盾を導く。[命題
5.5]，より，

in'fN，なる或n'が存在して，D(n')会D(*)j，

が従う。このがを固定する。 D(*)三D(n')， 

より，D(*)ペD(n')。これは，D(n')弐D(*)，
に反する。

式13，が従う。

陳述40iB(*)弐C(*)，或いは，C(*)弐B(*)j， 

を示す。

式10，より，A=B(*) U (C(*) UD(*))。式

11，及び，式12，より，B(*) n (C(*) UDい))
=ゆ。故に，背理法の為の仮定，より，

iB(*)弐C(*)UD(*)，或いは，C(*) UD(*)会

B(*)j， 
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事誕ちぷ雪ぐの尖むか)~tw"(*) ， .の場合:~考え

るよ式13，より， D(水)ペ手。放に，C(*)ljDくの

=<¥iC (め。故に，B(*)会C(*)oC(*) UD(吟味

Bか)，の場合を考える。 C(のc:C(吟討D(め，
より，C(!<)イCい)UD(*)。放に，C(!<)尖B(り。

諜述4，~が能う。

B(*)弐C(*)，の場合を考える。

箇所30 [命欝5.4J， より， iBか)UE'UE"弐

C(吋十〆主主つ， B(*)il (E'UE") =rt， 立つ，.E'

nE"ロム主主つ，ゆえE"，且つ E"ペE'J，な

る，或事象連， E'，及び，Eでが，存主ずる O
ここにおける， r，及び E"， を盟定す00
[命議5.5J. より，旬、N，なる建立がが存在し

D(tの弐E勺。 この d を翻定する。陳述

3. より， C(のCC(n')UDゆ')。設に，C(*) 

ベC(n')UD併l)。放に，B(*)サE'UE"=会C(が)
UD(n')0 放に.B(めりE'芳生C(n')。一方，B

(n')♀Bくめ，より，B(n')ペB(の。故に，B悦う

UE'ベβ(*)UE'Q E"=ぐE'，より，D(ηワベE'0 
放に， Bゅう UD(n') 唱~B(おうり E' 0 放に，B(が〉

UDCn')ペB(のUE'o設に BゅうUD似つ弐
C(n')。これは， C(匁')弐β(鈴')UD(n'λ に皮

る。設に，

40 rB(*)=会C(め，の場合において，

が生じる」。

C(*)味Bくの， の場合をど考える。この場合，

所3，から，欝}努4，まで，における，各，記

B，及び¥各，記号， C，私45-各，記号，
C，及び，記号，B. に， 謹き換えるJ， なる
事， より，得られる議論，に， よって舎矛j蓄が

じる。

陳述4， より i背理法の為の薮主主，の下で，

矛盾が生じるJ，なる事，が，従う O

結論が鋭ニラ。 C証明終Jo

C定義1]0 ペ私告窓の，a上の定性的確率，
と，ずる。 5に対する等分割安正の全体，を，

Eq，と，表記する。即ち，

Eq口 {flfは必上の喜三列であり，民つ. S=u 

{f (k) I kEdom (丹}，立つ， i k6dom <f)，なるを
意のえ及び， hdom(f)，なる任意のえに，

対して， i日々よならば，f(k) nf(l) =rtJ，主主

よ(易会f(l)JJ}， 

と置く。

2 f， 及び¥1'， の各各を， f壬3患の分
割列とする。 rf'はfに対する 2進的親分であ
るJ，なる

i max dom (1')口 2・maxdomび)， 主主つ， rjE 

dom (f) ，なる任意の jに対して，f(j) =1' 
(2・j-l)UI'(2・j)JJ，

なる事である， と，定義する。

2 Joペヨじ任意の，精密詑較の公準さと満
a上の定性的確率， と，する。

IEqaでゆ，旦つ， fIAq，なる意の丈に対し

て， if'EEq， なる或 fが存在して， iPは f
に対?る 2進的細分であるJJJJ，

が従う O

E護現Jofぷ1)=5， によって， {I}から必へ
の写像， f*，を，定義する。 f*E支払である。

故に Eqキtto

fEEq， なる任意の fをど醤まさする。

毅述10ikfdom(f)，なる k ~こ対して，
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rgeMap( {1， 2}，ι)，パなる或 gが存在して，

rf(k) =g(I) Ug(2)， 主主つ， g(I) ng(2)部教，

立つ，g(l)必g(2)JJJ，

是正do到 (1)， なる任意の kを国定す

1]， より， r議事象， k，ヱえび， 或
事象， AFi が， 存在して，rt(k) =A勺A'i

旦フ，A.'nA"=仇主主つ，A'ーとA"JJ，が詫う o

ここにおける" ，A'，及び，Aぺ 間定する。

rg(l) =A'， 主主つ，g(2)=A"J， によって，

{1，沿から必への写操，g，を，定義する。こ

の gは，瞭述1，における，g， の，

を，満たす。

隣述1，が従う O

醸述1，及び， [命議2.1J，より，

rFEMap(dom(f)， Map({l， 2}， a))，なる

Fが存在して， r kEdom (f)， なる佐意、の hに

して， rt(k)口 F(k)(1) UF(k) (公)， 且つ，

Fくk)(I)日F(k)(2)口ム立つ，F(めくじとF(k)

(2)JJJ， 

が従う。この Fを固定す

K'郡 {klkfN， 

~， 

長三五2・maxdom (1) }， と

fkEK'， なる任意の hに対して，f'(k)出 F(I

jfdom:(f) }， より， r}Edom(f)，なる或jが存

在して，xEf(j)J。この jを欝定する。 rt(j)

F(j) (1) UF(j) (2)，旦つ，j出 Iく2・j)，Jiつ，
i"=f.く2・j-l)， 。=Rく2・j)，且つ 1コロR
<2・j-1)J，より，

f(j) ヨロF(lく2・jー1))(2…Rく2・j-1>)UF(J.く2・
j)) (2-Rく2・j))。

放に，

「前F(f.く2・j-1))(2-Rく2・j-1))， 或いは，
抗 F(J.く2・j>)(2-Rく2・j>)Jo

故に，

rkE{2・j-l， 2・j}，なる議 hが存在して XEF
すくわ)(2-Rくk))Jo

1三三j;豆maxdom(f)，より， 1話2・j-1三五2・
2・maxdo思 (f)， が従う。故に， {2・j-1， 2・j}
放に，

fkEK'，なる或 hが存夜して，xfF(f.くk>)(2-

Rくk>)Jo

故に，

xfU{j'(k)! kEK'h 

くめ)(2-R<k>)J， 故?こ，

によって，K'から必への写像，J'， 
する。

式し 5=ζU{j'(k)!是正K'}，

定義

絞 5，なる佳意、のx る。 s=U{f(j)1 

{j'(k) I kfK'h 

一方， rkEK'， なる

三SJ，より，

U{f'(k)I kfK'}室長S，

が提う G

会に対して，f' (k) 
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式上が提う。

陳述20ikEK二なる k， 及び I，K'，
なる任意のえに，マ対して， 昨今子1，ドならば，

f'(k)丹f'(/)==o JJ， 

さと示す。

ki:K'，なる径意のム及び，lEK'，なる

の 1，色閤定し，ii.つ， k~l， とする o l<k) 

キfく1>，なる場合を考える。

imE{k， l}，なる任意のmに対して，iRくm>

E{O， .1}，旦つ，f'(m)口 F(J.くm>)(2…Rくm>)，

f(J.く幻z>)=F(lくm>)(l)U F(l<m>) (2) JJ， 

より，

if'(k) くめ)， J主つ，f' (l)三f(J.くl>)J，

が従う。 Iくk>キfく1>，より，f(lくめ)nf(l，くJ片

=<To故に，f' (k) nf' (l)出件。

Iくわ出1(/)， なる場合を考える。 j=l<k)， と

< 0 ikキムー且つ，kココ2・j-Rくめ， 立つ，1= 
2・j-RくI)J， より，RくめキRく1). が従うc放
に，if'(k) = F(j) (2-Rくk>). 且つ，f'(/) == 

F(j) (2…Rく1>). j立つ，2-Rくk>キ2-RくI>Jo

ところが， r m' E{O， J}，なる任意の m'，及び，
m"e{O，l}， なる任意の nr， に，対して， im' 
キmtならば，F(j) (m')nF(j) (m") = <tJJo 
放に，F(j)(2-Rくk>)n F(f) (2-Rく1>)=oo 
放に.f' (k) nl' (1) =φ。

練述2，が詫う。

陳述30 ikEK'， なる校意の k，及び lEK'，

なる任意の 1，に，対して，/似合1'(/)

を示す。

h恥EK'，.，ト♂なるf経E箪の丸，

1， 主を私f心， 岡定する。 if'(偵k)Eパ{F(ぜfく改k)Hlο)，F(ぜIくφk)刀) 
(2必)}， よ立主つ，I'(ヴl)fべ{F(σ1(/))(1)， F‘〈ぜfく<1>)(2訟.)}おJ，
が従う o if(1くわ)=F(1くめ)(1) UF(1く左>)(2)，

f(J.く1>)=F(J.く1))(1)UF(I.く1>)(2). 主主

F(Jくk>)(1)ηF(J.くk))(2)なおF{1く1>)(1)丹

F(I'く1))(2)=ふ よ主つ，F(J.くk)H1)会F(lくk>)

(2)，且つ，F(J.く1))(1) ，zF(lく1))(2)， ii.つ，
f(1くわ)んf(J.くI))J，及び， [命題3.14J， より，

f' (k) ~f'(l)， が従う。

陳述3，が提う。

20 f'fEqo 

この式は，式1， 1，えひ¥憐述2，及び，機述3，

より，従う。

鰻述40If'はfに対する 2進的総分であるふ

Fの定義域， k，の，定義より， max dom 
(j') = 2・maxdom(f);が箆う。 jfdom(f)，
ts:.'r.!託憲;の iを盟主足する。1/'く2・j…1)=Fα 
く2・j-l))(2-Rく2・j-l))=F(j) (1)， 且つ，
f'(2・j)=F(lく2・j>)(2-Rく2・j))口 F(j)(2)Jo 
一方，f(ρロF(jヲ(1)UF勺ヲ(2)0市故に.1くj)= 
1'(2・j 1) Uf'(2・j)。

陳述4，が従う。

Eqキ仇及び，式2，及び，陳述4; より，結

論が従う o [証明終3。

f命題3 ペ私任意の，精密比較の公準を識

上の定性的確率， と，する O

「誠， ω から Eqへの写像， 事r， が，存在し
て， rdom(ザ(O))={1}，瓦つ，. 1J! (0) (1) "，，8， 
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且1う，LfftM，なる住意:のnに対]シて，"1fJ;(n+1) 

は 1jf(n)に対する 2進的細分であるJJJ，

が従う。ノ

C証明Jo[命題2J，及び，初期条件付き従属選

択の原理， より，結論が従う。[証明終]。

〔定義3J。ベを，任意の，a上の定性的確率，
と，する。 11jfは=ぐに対する 2進分割系であ

るJ，なる事を，

11jfは ω から Eqへの写像であり，且つ，
dom(1jf(O)) ={I}，且つ，1jf (0)(1) = 5，且つ，

「航ω， なる任意の nに対して， 1jf (n十1)は

1jf(n)に対する 2進的細分であるJJ，

なる事である， と，定義する。

[注意Jo[命題3J， より a上の定性的確率，
叫が，精密比較の公準を満たす場合には，ベ

に対する 2進分割系 1jf， が存在する。

E命題4J。ペを，任意の，a上の定性的確率，
とし，且つ，1jfを，任意の，ベに対する 2進分

割系， とする。

InEω，なる任意の nに対して， dom ( 1jf (n) ) 

=N[2勺J，

が従う。

〔証明JoM={mlmω，且つ， Idom(ψ(m)) = 

N[2吋，には非ずJ}，と置く。 Mキゆ， と仮定

して， 矛盾を導く om(*) = min M， と置く。

Idom(1jf(O)) ={廿，且つ， N[IJ={1}，且つ，

20 = 1J， より，O$M。故に， 1三五m(*)。故に，
m(*) -lEωo m(*)の最小性， より， dom(1jf 

(m(*)、ー1))=N[2怖く叫ーlJ。 ところが max

dom( 1jf(仰い)))=2・maxdom (1jf(m (*)ー1))。

故に， maxN[2則的ーlJ=2m川一1JよりlUa玄

dom(1jf(m(本)))=2叫的。故に，dom ( 1jf (m ( *) ) ) 

=N[2m(*)J。故に，仰い)$M。これは，m(*) 

EM，に反する。故に，M=φ。故に， ImEω， 

なる任意の m に対して，m$MJ。故に， Imf 

ω， なる任意の m に対して，dom(1jf(m)) = 

N[2勺」。

結論が従う。 [証明終1。

C命題5J。ペを，任意の，.a上の定性的確率，
とし，且つ，型Tを，任意のぐに対する 2進分

割系， とするo

1mω，なる任意のn，及び， kfω， なる任意の

k，及び， jEω，なる任意のj，に，対して， IjE 

dom(1jf(n)) U{O}， ならば， く1jf(n); j>=くV

(n+k) ; j・2k>JJ，

が従う。

〔証明]。

陳述10Inω，なる任意の n，及び， jEω， な

る任意の j， に， 対して， IjEdom (1jf(n)) U 

{O}，ならば，く1jf(n); j>=く1jf(n+1) ; j・2>JJ，

を示す。

nEω，なる任意の nを固定する。

J={jl jEdom(1jf(n)) U{O}，且つ，r<ψ(n) ;ρ 
=く1jf(n+1) ; j・2>，には非ずJ}，

と置く。 Jキゆ， と仮定して，矛盾を導く。

j(*) = minJ， 

と置く。「く1jf(n); 0>=ゆ，且つ，く1jf(n十1); 

0・2>=φJ，より，O$J。故に， 1豆j(*)。故に，
j(*) -lEdom(1jf(n)) U{O}。故に， j(*)の最
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より，

く事r(n); j(時-1)出く事i(銘十1);(j(吟-1)・2)。

ところが，1F(n)(j(の)= 1F(n十1)(2づか)ー1)

U1F初十1)(2・j(吟)。放に，

くザ(n); j(*)) 

出く1F(匁.);jら) 1)U1F(銘〉ぜい))
士2く1F(係十1);(j令)-1)・2>甘くザ(n十1)(j (*)・

2-1) U1F(n十日(j(の・2))

ザ〈銘十台 ;j(ホ)・2)。

放に， くザ(n); j(*))エコくザ〈匁十1); j(*)・2)，

が従う O 故に，去のそEJ。これは，j(*)ぇT，に反
する。

故に，J=妙。故に， fjξdom(ψ(n)) U{O}，丈E
る在意の jに対して，j$.lJo 故に， fjEdom 

〈ザ(n))U骨子， なる缶慈の jに対して，く1F
(n) ; j)=く1F(銀十1};j・2>Jo

棟述1，が従う。

館 αんなる任意の銭を盟恕する。

K={kl kEW， 主主つ， ffjEdom(ザ加))U{O}， な

る在意の jに対して，く事r(銘); j)=く1F(n+お:

j.Zk>J，には非ずJ}，

と置く。 Kd，ぞ玖と仮定して，矛績を導く。

k(め口 minK，

と霞く o fj正dom(ザ(n))り{O}， なるを輩、の j

に対して，く苧{的;j> 1F(的;j)J， より，

O$.K，が従う。故に， 1話k(*)。放に，会〈吟-

1Edom(ザ(n))U{O}。故に，会〔ゅの最小也

より，

fjE'dom(型'f(n))U{O}， なる任意のjに対して記

く1F(n); j)=くザ(n+ (k ( *) -1) ) ; j・2k(*H)J， 

が従う。ところが，棟述1，より，

fjEdom(ザ抑))U{O}， なる佳意のjに対して，

く1F(n十(k(*)-1)) ;j・2化体〉ーl>需く1F(η+k(*)); 
j.2k(料>Jo

裁に，

fjEdom(事r(銘))込{O}，なる在意、のjに対して，
くザ(n); j)=<1F(銘十長{斗); j・2化(*))J， 

が従う。故に，k(*) $.K.。これは，k(*)EK，に

反する。設に，

K=Oo 

設に，fkE似たる在意の hに対して， k$.KJo 

故に，fkE似なる震の k，及び， jEω，なる

j，に，対して， fjEdom(1F担))U{O}， 

ならば， く事i(n); j)=く事r(n+k); j・2k)JJ，が

提う。

結論が従う。 C説明終Jo

第7重言。サヴェジ氏の定義給確率，の，

即ち，結論。

〔註1 1 J，における，定量的確率の概
念， t丸サヴェジ[3J，第3章第3欝， 33頁，

下から第2番目の段滞，から，下から第1番箆

の段落まで，における より， ~替用した。

〔註2 [定義2]， における， fPは問中こ対し

て権一致する (Palmost agrees withペ〉ム

なる性質， は，サヴェジ [3J，第3章第3

鯖， 34頁，腎頭の段霧中の最初から第2番鼠の

より，借崩した。



74-(74) 日目 今 経済是非川研究ー ，;'-:!:;:: 38;'1 

E註3Jo [定義3]， における， fPは=ぐに対し

て強一致する (Pstrictly agrees wi th ペ)J， 

なる性質，は，サヴェジ[3J，第3章第3節，

34頁，官頭の段落中の最初の文， エり，借用し

た。

[註4Jo[定義4J， において導入される， 関

数， k(・;・)， は， サヴェジ[3J，第3章第3

節， 35頁，定理2に対する略式証明中の，第3

段落の部分， において， 導入されている， 関

数， k(・，・)，の，類似物である。但し， この

論文における， k(・;・)， の方が， より簡単で

ある。

〔註5Jo [定義5J，における， rpは定量的に
精密であるJ，なる性質， は， サヴヱジ[3]， 

第3章第3節，定理2における， 34頁から35頁

にかけての一個の文， より，借用した。但し，

この表現様式は，筆者の案である。

E註6J。【命題6Jに対する〔証明J，及び， [命

題7]に対す E証明J， は， サヴェジ[3]，第

3 章第 3 節，定理 2~こ対する略式証明， ζの略

式証明は，同書の， 35頁の上から第2番目の段

落から， 36頁の下から第2番目の段落まで，に

おいて展開されているのではあるが，の，類似

物である。但L，この論文における論述の方

が， より精確，且つ， より簡潔，である。

E註7J。この節における中心的命題である， [命

題7]，を，利用する事， によって， サヴェジ

[3 J，第3章第3節， 37頁，定理3における第

7番目の結論，を，導く事ができる。しかし，

この事は， この論文の目的ではない。

E定義1J。く5，a>を任意の可測空間とする。
rpはa上の定量的確率であるj， なる事を，
rpは次の， [性質1J，から， [性質4J，まで，
を，満たすj，なる事で、ある， と，定義する。

f性質 1]0 Pは aを定義域とする， 実数値
を取る関数，である。

〔性質2Jor AEa， なる任意の Aに対して，
O豆P(A)j。

【性質3JorBEa，なる任意の B，及び， CELZ，

なる任意の C，に，対して， rBnC=仇なら
ば，P(BUC) =P(B) +P(C)jj。

C性質4JoP(5) =1。

E定義2J。ペを，任意の a上の定性的確率，
とし，且つ，Pを， 任意の a上の定量的確
率，とする。 rpは=ぐに対して概一致するj，な
る事を，

「任意の事象，A，及び，任意の事象，B， ~こ，

対し七rAペB，ならば，P(A)亘P(B)jj，

なる事である， と，定義する。

〔定義3J。ペを，任意の，a上の定性的確率，
とし，且つ，Pを任意の，a上の定量的確率，
とする。 rpはペに対して強一致するj，なる事
を，

「任意の事象，A，及び，任意の事象，B，に，

対して，rAペB，の場合，且つ，その場合に限

って，P(A)豆P(B)jj，

なる事である，と，定義する。

C命題1J。ベを，任意の a上の定性的確率，
とし，且つ，Pを，任意の，a上の定量的確
率， とする。

rrpはペに対Lて強一致するj， ならば，rp 
は=ぐに対して概一致するjj，

が従う。
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E注意Jo[命題1J， ，は， [定義2J，及び， [定

義3J，より，従う。

C命題2J。ベを，任意の，精密比較の公準を満

たす，a上の定性的確率， とし，且つ，Pを，
任意のぐに対して概一致する，a上の定量的
確率， とする。

「任意の事象，E，に対して， rゆ会E，の場合，
且つ，その場合に限って， 0塁手P(E)jj， 

が従う。

[証明]。任意の事象，E，を固定する。

ゆ弐E，と仮定する。精密比較の公準， より，

「或， sに対する分割列，f， が，存在して，
rjEdom(f)， なる任意の jに対して，f(j)弐

Ejj， 

が従う。 P(E)=0， と仮定して矛盾を導く。

rpはペに対して概一致するj，なる事より，

rjEdom(f)，なる任意の jに対して， • P(f(j)) 

亘P(E)j，が従う。故に， rjEdomげ)，なる任

意の jに対して，P(f(j))=Oj。故に，

P(U{f(j) I jEdom(f)}) = ~j，dom(f)P (f(j))=O 。

ところカ入

s= U{f(j) I jEdomげ)}。

故に，

P(S) =0。

これは，P(S)=l， に反する。故に， 0塁手P(E)，

が従う。

O;;i手P(E)， と仮定する。 Eベムと仮定して矛

盾を導く。 rpはペに対して概一致するj，なる

事より，P(E)三三P(φ)， が従う。 ところが，

P(内=0。故に，P(E)孟0。これは， 0語P(E)，

に反する。故に，ゆ弐E，が従う。

結論が従う。 E証明終J;'

C命題3J。ベを，任意の，精密比較の公準を満

たす a上の定性的確率， とし，且つ，Pを，
任意の，a上の定量的確率， とする。

rrpは=ぐに対して概一致するj， ならば，rp 
はイに対して強一致するjj，

が従う。

C証明Jorpは=ぐに対して概一致するj， なる

事，を，仮定する。「任意の事象，A，及び，

任意の事象，B，に，対して，rp(A)亘P(B)，

ならば， A~Bjj ， を，示せば， 結論が従う。

故に， r任意の事象，A， 及び， 任意の事象，
B，に，対して，rB弐A， ならば，P(B)語P

(A)jj，を，示せば，結論が従う。

任意の事象，A，及び，任意の事象，B，を，

固定する。 B弐A， と仮定する。〔命題5.31，
より，rBUE弐A，且つ，BnE=叱且つ，

ゆ弐Ej，なる或事象，E，が存在する。この E

を固定する。 rpはイに対して概一致するj，な

る事， より，P(BUE)孟P(A)。 ところが P

(BUE) =P(B) +P(E)。故に，P(B) +P(E) 

孟P(A)。一方， [命題2J， より， .0語P(E)。
故に，P(B)手P(B)+P(E)。故に，P(B)逗P

(A)。

結論が従う。 C証明終1。

C定義4J。ベを，任意の，a上の定性的確率，
とし， 且つ，f '1a::， 任意の Sに対する分割
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列，とする。 ，-一ご

「任意の事象，B，に対して，k(B; f) =max 

{k[kEdom(f) U{O}，且つ，くれわベB}j，

によって，各事象，B，に対して，記法，k(B; 

f);を十定義する。「くf;O)=仇且つ， φペB，
且つ InEN， なる或 nが存在して， IkEdom 

(f)，なる任意の hに対して，k三玉njjJ，ーより"
この定義は確定する。

[命題4J。ペを，任意の，a上の定性的確率，
とし，且つ;Pを，任意の， '~に対して概一致

する，定量的確率， とする。

「任意の， 5に対する分割列，f，及び， 任意
の事象，B，に，対して，

P(くf;k(B; f)))孟P(B)三三P(くf;k(B; f))) 

士max{P(f(k))[kEdom(f)} 

ー j，

が従う。

[証明1。任意の， 5に対する分割列，f，及び，
任意の事象，B，を，固定する。 k(B;f)の定

義， より，くj;k(B; t))ベBo IPは=ぐに対し

て概一致するj，なる事より，

P(くf;k(B; f)))孟P(B)。

k(B; f)の最大性， より，

Ik(B; f)豆maxdom(f)，ならば，B弐くf;k 

(B; f)十l)j，

が従う。一方， 15=くf;max dom(f))，且つ，

Bぐ5j，より，

T五(Bff)= 言阻まごまio-m (f) ， なら司王;ß.ぐくf~;k

(B; f))j， 

が従う。故に，IPは=ぐに対して概一致するj，

なる事より，

I¥k(B; f)逗maxdom (f) ， ならば，P(B)三五

P(<!; k(B; f)十1))= P(くf;k(B; f))) +P 
(f(k(B;f) +1))j，且つ， Ik(B; f)二max

dom(f)，ならば，P(B)亘P(くf;た(B;f)))jJ，

が従う。放に， IlEdom (f) ，なる任意の nこ対
して，P(f(l))手max{P(f(k))[kEdom(f)}j， 

及び， 1任意の事象，A，に対して， 0豆P(A)j，

より，

P(B)孟P(くf;k(B; f))) +max{P(f(k))[ kE 

dom(f)}， 

が従う。

結論が従う。 E証明終]。

【命題5J。ベを，任意の a上の定性的確率，
とし，且つ lJfを，任意の， ~，に対する 2 進分

割系， とし，且つ，Pを，任意の，ペに対して
概一致する，定量的確率， とする。

InEω，なる任意の n，及び， kEω， なる任意の

k，に，対して， IkEdom(lJf(n))， ならば P

(lJf(n) (k)) =1/2nj， 

が従う。

[証明JoM={mlmEω，且つ， IikEdom(lJf(m))， 

なる任意の hに対して，P(IJf(m)(k)) =1/2市j，

には非ずj}，と置く。 Mキ仇 と仮定して，矛

盾を導く。 mい)= minM， と置く。

Idom(IJf(O)) = {1}， 且つ， lJf (0)(1) = 5，且
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つ，P(S) =1，且つ， 20=lj， より，O$M。

故に， 1孟m(*)。故に，m(*) -lEω。m(*)の

最小性，及び，Mの定義， より，

rkEdom( 1f(m(*) -1))， なる任意の hに対し

て，P(1f(m(水)-1) (k)) =1/2則的ーlj，

が従う。一方， r 1f (m ( * ) )は1f(仰い)-1)に
対する 2進的細分であるj，なる事より，

rkEdom (1f(m (*) -1))，なる任意のhに対して，

P(1f(m(*) -1) (k)) = P(1f(m(*))(2・kー1))
+P(1f(m(*)) (20k))J， 

が従う。ところが， rlff(m(*))EEq， 且つ，P
は=ぐに対して概一致するj，より，

r kEdom ( 1f (仰い)-1))，なる任意の hに対し

て，P( 1f(m( *))(2・k-1))= P(1f(仰い))(20
k)) j， 

が従う。故に，

r kEdom ( 1f (m (*) -1) ) ， なる任意の hに対し

て，P(1f(m(*) -1) (k)) = 2・P(1f(m (*))(2・h
-1)) =2・P(ψ(m(*))(2・k))J，

が従う。故に，

r kEdom (1f (m (*) -1))， なる任意の hに対し

て，P(1f(m(*))(2・k-1))=P(1f(m(*)) (2・k))
=1/2m<*)j， 

が従う。一方， rmax dom(1f(m(*))) =2・max

dom(1f(m(*) -l))J，なる事より，

r k' Edom ( 1f (m (*) ) )，なる任意の k'に対して，

rJ.くk')Edom(.1f(m (*) -1))，且つ，k'=2・Iくk')
-，-，Rくk')JJ，

が従う。故に，

fk' Edom (1f(m(*)))，なる任意の k'に対じて，

P(1f(m(*)) (k')) =1/2m(叫 j，

が従う。故に，

m(*)$M。

これは，m(*)EM， に反する。故に，

M=妙。

nEω，なる任意の nを固定する o n$M， が従

う。 M の定義， より，

rkEdom (1f(n))， なる任意の hに対して P

(1f (n) (k)) = 1!2n j。

結論が従う。 〔証明終]。

〔命題6J。ペを，任意の，精密比較の公準を満

たす，a上の定性的確率， とし，且つ，P，及
び，P'，の各各を，任意の，ペに対して概一致

する，定量的確率， とする。

「任意の事象，A，に対して，P(A) =P' (A) j。

〔証明Jo[命題6.3J，より， r或， ωから Eqへ
の写像1f，が存在して，型Tは~に対する 2 進

分割系であるJ，が従う。この1fを固定する。

また，任意の事象，B，を固定する。 C命題4J，

より，

rnEω，なる任意の nに対して， r 

P(く1f(n); k(B; 1f(n) )))孟P(B)、三三PCく1f.(n); 
k(B;ψ(n)))) + max{P( 1f(n)(k))[ kEdom(1f 
(n})}， 



78 (18) +経苦寄学研究 38""'1 

d上の定義主的確率，

P'(く1[I(n); k(B; ザ〈的)>)三五P'(B)三三P'(く1f! を，

(n) ; k(B;ψ〈匁))))+max{P' (事r(n)(k))lkE

dom(1[I(n))} 

JJ 0 

一方， [命題5J，より， rnf的なる任意の伐
及び， kf的なる便意の k，に，対して， rkE 
dom(1[I(n))，ならば，P( 1[I(n) (k))口 P'(1[I(n) 

くわ〉出1/2KjJ，が毅う。故に，

rni:ω，なる琵意の nに対して，.r 

P(く1[1(1の;k(B;事r(匁.))>)三五P(B)霊長P(くすく匁h
k(B; W(1I)) >) + (1/2")， 

旦つ，

P'(く1[I(n); k (B ; ザ(n))>)三五P'(B)三五P'(く1[1

(n);k(B; 1[1(的)>)ート(1/2n)

JJo 

故に，

rnfω，なる怪童、の nに対して，

( .，，-1)/2第三五P(B)-P'(B)三五1/2K

」。

ところが，rlimく(…1)/2n;紋 ω>=0，J主つ，

limく1/2稼;航ω)=OJo放に，

P(B)="P' (B)。

結論が提う。

r，任意の事象，B， 及び， 。三二五L なる任意
の奨数，p，に対してt r或事象， C， が存在
して， rc三B，主主つ，P(C) =p.P(B)jJJ， 

なる事で、ある， と，定義す::'0

C命題7Jo .=4弘任意の，務密比較の公準を議
a上の定性的確率， とするo 次の， I結

論1]，及び， [結論2J，及び， [結論3Jきが，

従う。

C結論1]0 r任議の， イに対して強一致する，
aJ二の定量的確華客，P，及び， t正の，ぐに対
して域一致する，aJ二の定量的確率，Q，に，

対して，Q=Pjo 

〔結論2Jo 必上の定量的確率，P， が存

して，Pは蹴ぐに対して強一致するJo

C結論3 r在意の， 稼ぐに対して議一致する，
a上の培養主的確率，P，に， 対して，P
的に務密であるJo

「在意:な a上の定量的確率，Q， に
対して， rrQはペに対して強一致するJ， なら

ば， rQはペに対して期一致するJJJ，な
及び， [命鰭6J，より， [結論1]，が詑う。

〔結論2J， C命題3J， より， r或，a
上のま芝最的確率，P，ιが存在して，P はベに対

して機一致するj， を示4金ば， [結論2]， が笑

う。この，P， の存在宅と示す。

じ命題6.3J， により r或， ω から Eqへの写
像， 官r，が存在して， ザはーぐに対す::'2進分製

系であるJ，が従う。ここの， 事r， を聞恕する。
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C定義4]，における記法を利用する。

「任意の事象，B，及び，飯ω，、なる任意の匁
に対して，k(β，n)日長(B;ザ(的)j，

によって，各事象，B，及び，nEw，なる各n，

から構成される，各11際序対，¥くB，n)，に，対し

て，非負の整数，k(B， n)，を定義する。

醸述10r任慈の事象，B，及び，飾的，なる住
意、の n，に，対して，2ok(B， n)三五k(B，n一昨)j，

会示す。

任意の事象，:B，及び， nEúυ，な~侵;意の移，

弘商定ずるG じ命題6.5J， より， rkfdom(事T

ゆ))， なる任意の kに対して， く習r(n); k)エお

く?jf(nート1); 2・k)j，が従う。故に; r kfdom ( ?jf 

初日， なる任意の hに対して rく?jf(n); k) 
ぺB，ならば， < ?jf(n十1); 2・k)ペBjj。放に，
くザ(n十日;2・k(B，紛〉ペBo ところが， rtE 
dOOl (?jf初+1))，なる任意の fに対して， rくす
く匁十1); 1)ペB， ならば 1三三割B，n+1)よ!。

放に， 2・k(B，n)語以B，終十1)。

陳述1，が挺う。

穣述20i.鉦意の事象，B，及び¥ 住3まの事象，

C，及び nf掛，なる住意の n， に， 対して，
k(BUC，前三玉k(B，n)ートk(C，符〉十1J.

を示す。

任意の事象，B，及び，缶輩、の事鋭、 C，及び，

椛 ω，なる任意の n，~，思2立する。 rk* 出先 (B

UC，n)， 且つ，k'=k(B，η) J， と驚く'o.k第三五k'

十1，の場合を考える。 O<k(C，n)， より， 1三玉

k(C， n)ヤ1，が従う。放に，長'+1;;玉k'十〔長(C，

n)十日。故に，k*豆島'+k.(C，n} +10 .k' ート 1~五

k*，の場合会考える。この場合，伊豆m蹴 dom

〈ザ(1J))， より，k'十1;;長maxdom(ずくrt))o故

に k'“トlfdom(グ(n))ok'の最大性より， β

吠く?jf(n);k'十Iλ 一方， rく写r(n); k*)ペβU
C， 立つ， く型r(的 ;k*)ぉ (?jf(n); k'十1>リ(くザ
(的:炉〉¥〈グ〈叫 ;k'ムト1>H より， く?jf(η);
k'十1>UC(?jf(n) ; k>!;)¥<?jf(n) ; k' や l))~BU
C。放に， くザ(n); k*)¥く?jf(銘);k'ート1>弐C。

ところが， [命題4.9]， より， くザ(鈴〉、;k*-(k' 

Mト1))んく事r(n);炉〉¥くす(n); k'十1>。故に，.

く草r(匁.);k*ー(グ十1))会C。設に，k* -，-(k'ニト1)

二三島(C，n)。放に，k*語以C;n)ト(k'十1)。 故

に，k*三;.k' ~ト長 (C， n) ート 10

線述2，が従う。

陳述30r {:ffiまの泰象，B，及び，径窓の毒事象，
C，及び n(ω， なる在意、の n，に，対しで，
rBnC口ゆ，ならば，k(B，的 ωトk(C，n)豆k(BU

C， n)jj， 

な示す。

{:f章、の事象，B，及び，在意の事象， C， 及

び， nEω，なる任意、のn，私闘定ずる。また，

B什C=<t， と叡定するo rk*口長(BUC，n)， l!. 
つ，k'==k(B，n)j， と置く。 C減量<?jfUの;'k*)¥ 
く事r(n); k')，の場合を考える。く1[f(n);k(C， 

移))ぺく1[f(η);k*)¥く1[f(n); k')， が従う。一

方， [命題4;9J，より，くV併);k*)¥くザ(n); 

k')~く ?jf (n) ;炉-k')ふ故?こ，く?jf(n);長(C，n))

ベく事r(泌);k* ...:.k')。一方ゑ E命題4.6J，より，

rjEdom( 1[f(n)) ， なる{:f替、の jに対して， 手可え

習r(n)(j)J。故に， [命題4.7J， より，k(C， n) 

<k*-k'。放に，k'十k(C，n)芸品九次に，て習T

(n);k*)¥〈習r(匁);k')弐C，の場合言ヒ考える。
「くザ(n); k')判長丘 且つ， BnC=~J; “よりミ
く主T(n); k')りC<ザ(n); k*)¥く習r(n); k'))会
BUC， が従う。 ところが， くザ(n);k*)=くV

(n) ; k')U (く1[f(n);が〉¥くV初); k，))。放に，

1[f(n); k*)会BUCo 故にi. J<'IJf(n) ;ハ即a叉
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dom(W(n))>=S， BUC~SJ， より，

F塁手maxdom(W(n))。故にが十1三五max

dom(グ(n))。放に，k*+ 1fdom(W(的〉。が

の最大協より，BUC.会〈事T(n); k* + 1>。とこ
ろが， rくす(n); kうペB，主主つ，Bnc出向。
設に， C会〈事T(n); k*，十:1)¥くW(n); k')。

題4繍9J，より，くW(n); k*十1>¥〈ザ(n); k'>会

〈ザ〈的z債権十日-k')。故に， C尖くW(的 ;(k第
十1)-k')。一方， rくVゆ);k*-k')とく習T(n); 
k*>¥くれめ ;k'>，且つ， <事T(n);が〉¥く写r(n); 

k')弐CJ， より，くW(n); k* -k'>窓会C。故に，

「くW(匁:); k*-k'>弐C，立つ， C寺会く事r(n);検察

一約十1>J，が挺う。放に， [命題4. 型及び，

〔命題3.4J，より，k(C， n)=k* -k'。故に，k' 

wトk(C，銘〉口k*。

陳述3，が従う。

陳述40r注意の事象，B，に対して， r UJ を揺
数集合とし，各援が，持負の有灘数，である，

数列，くk(及的/2";術的>，は j二に有界なる

非議少の数列であるJJ，

を示す。

任意の事象，B，及び， nE的なる任意の n，

題定ずる。 k(B，n) =max{kl ktdo毘 (W(的〉

U{O}，且つ，く事r(lの;k)ペB}， より，k(B， n) 
亘maxdom(W(n))。 ところが， [命贈ら4J，

より， max dom(ザ切))=2九放に，k(B， n) 

長2no放に，長(B，n) /2";;三l。一方重陳述1.よ

り，2.k(β，n)<k(B， n+1)o故に， 2"・2・k(B，

n)忘2n.k(B，匁十1)。故に， (1/2勺.k(B， n)・
2肘 12豆島(B，n十1)。放にく1I2n).k(B， n) 
(B，n十1)・(1/2軒 1)。放に，k(B， 11) /2泊三五k(B，
n十1)/2，，+10

陳述4，が従う。

陳述50fft慈の事象，B，に対して，実数列，

くk(B，銘:)/2"; nfω>，は収束する」。

これは，諌述4，より従う。

「任意の事象，B， Vこ対して，

P(B) =limくk(B，的/2";nEω〉

J， 

によって， 各事象，B， に対して， <実数.P 

〈β)，な定義する。この常義は，諜述5，によ

り磯定する。

陳述60 r笹索、の事象， B， に対して， 0:;::三P
(B)Jo 

これは， r慌意の革審議長，B，及び，倒的なる任
意の伐に，対して，k(B，n)/2勿は非負の有

理教であるjj なる事，より，従う。

陳述70 r笹意、の事象， β，及び， ft意の事象，
C， fこ，対して， rBnc=ぉ仇 ならば，P(BU 
C)口 P(B)ゃP(C)jj，

を示す。

f壬意の事象，B，及び，i正意の豪語表， C， を，
間定する。 Bnc叩。， と仮定する。棟述2，及

び，諌述3，より，

rnE部きなる住窓、の nに対して，(k(B， n) /2り

十(k(C，同/2")話会(BUC，n)/2"話傍(B，同/約

十(k(C，前/2")十(1/2")J， 

が従う。放に，

rnfω， なるを露、の nに対して， 。二五(k(BUC，

紛/2")一((k(B，的 /2")+(k(C， n) /2'っ〉三三

1/2"J。
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limく1!2n;nEω)=0，より，

limく(k(BUC， n) /2")一((k(B，n)/2n) + (k(C， 
n) /2n)) ; nEω)=0， 

が従う。陳述5，より，

P(BUC)一(P(B)+P(C)) =0， 

が従う。

陳述7，が従う。

陳述80 P(S) =1。

これは，k(S，n)=2n， より従う。

陳述90 rr各事象，B，に対する値，は，P(B)， 

であるj， によって定義される aから実数体
への写像，P，は，a上の定量的確率である」。

これは，陳述6，及び， 陳述7，及び， 陳述

8，より，従う。

陳述100 r任意の事象，A，及び，任意の事象，
B，に，対して，rAペB， ならば，P(A)<P 

(B) jj; 

を示す。

任意の事象，A，及び，任意の事象，B，を，

固定する。 AペB，と仮定する。 rnEω，なる任

意の nに対して，く1Jf(n); k(A， n))ペAj， よ

り， r航 ω， なる任意の n~こ対して， く1Jf(n); 
k(A， n))ペBj。故に， rnEω，なる任意の nに

対して，k(A， n)孟k(B，n)j。放に， rnEω，な

る任意の nに対して，k(A， n)/2n孟k(B， n)/ 

2nj。故に， rnEω，なる任意の nに対して，

0;:;三(k(B，n) /2n)一(k(A，n) /2n) j。故に，陳述

4; より， 0豆P(B)-P(A)。

陳述10，が従う。

陳述110rpは，ペに対して概一致する a上
の定量的確率である」。

陳述11，は，陳述9，及び，陳述10，より，従

う。

E結論2J，が従う。

〔結論3J，を示す。任意の，ペに対して概一致
する，a上の定量的確率，P， を，固定する。
〔結論1J，及び， [結論2J，を，前提とするの

ならば， この様な，P， は，一意的に存在し，

且つ，ペに対して強一致する，なる事が従う。

しかし， この[結論3Jに対する証明， にお

いて， [結論1J，及び， [結論2J，を，前提と

する必要はない。

任意の事象，B， 及び o三三p三三1， なる任意
の実数，p，を，固定する。任意の， ベに対す

る2進分割系 1Jf， を固定する。【命題6.3J，

より， この様な 1Jf， は存在する。

rnEω，なる任意の nに対して，

ν(B， n) =max{kl kEdom(1Jf(n)) U{O}，且つ，
P(B円く1Jf(n); k))豆p・P(B)}

j， 

によって， nEω，なる各 nに対して，非負の整

数， ν(B，n)，を定義する。「く1Jf(n); 0)=仇

且つ，P(ゆ)=0， 且つ， 0豆p・P(B)，且つ，

rnEω，なる任意の n，及び， kEω， なる任意の

k，に，対して， r kEdom (1Jf(n))， ならば，

h三三2njjj，より， この定義は確定する。

背理法による。 rr或事象， C，が存在して，
rCCB，且つ，P(C)=p.P(B)jj，には非ずj，
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と仮定して矛盾を導く。

背理法の為の仮定， より，

陳述120InEω，なる任意の nに対して，P(B 

nくψ(n); ν(B， n)>)塁手p・P(B)J，

が従う。故に， IlnEω， なる任意の nに対し

て，く1jf(n); max dom(1jf(n))>=SJ，且つ，

p.P(B)豆P(B)J， より， 1mω，なる任意の n

に対して， ν(B， n)妥maxdom( 1jf(n)) J。故

に， InEω，なる任意の nに対して， ν(B，n) +1 

Edom (1jf(n)) J。故に nEω，なる各 nに対す

る， ν(B，n)の最大性， より，

陳述130 Inω，なる任意の nに対して p.p

(B)語p(Bnく1jf(n);ν(B， n) +1>H 

が従う。

陳述140InEω，なる任意の n，及び，kEω，な

る任意の k， に，対して，Bnく1jf(n+k);ν 

(B， n+k)>♀Bnく1jf(n);ν(B， n)十1>J，

を示す。

nEω，なる任意の n，及び，kEω，なる任意の

k，を，固定する。 E命題6.5J，より，

く1jf(n);ν(B， n)十1>=く1jf(n+k);(ν(B， n) 

十1)・ 2~>，

が従う。故に，陳述13，より，

p.P(B)塁手p(Bnく1jf(n十k);(ν(B， n) +1) ・ 2~>) 。

一方，陳述12，より，

p(Bnく1jf(n十k);ν(B，n十k)>)弄p.P(B)。

ところが， [命題4.2J， より， Iくψ(n+k);(ν 

(B，n)十1)・2k>三く1jf(n+k);ν(B， n十k)>，或

いは，く1jf(n+k);ν(B， n+k)>弓く1jf(n+k); 

(ν(B，n)十1)・2k>J，が従う。故に，p.P(B) = 
ρ・P(B)，より，

Bnく1jf(n十k);ν(B，n十k)>手Bnく1jf(n+k); 

(ν(B， n) +1)・2k>。

陳述14，が従う。

C={xl xEB，且つ， InEω，なる或 nが存在L

て XEく型r(n);ν(B， n)>J}， 

と置く。

陳述150 Inω，なる任意の n に対して B日

く1jf(n);ν(B， n)>cCJ。

これは， Cの定義， より，従う。

陳述160 Inω，なる任意の nに対して CCB

nく1jf(n);ν(B， n)十1>J，

を示す。

nEω，なる任意の n，及び，XEC， なる任意

の X，を，固定する。 Cの定義，より，In'ω， 

なる或 n'が存在して，xEBnく1jf(n') ;ν(B， 

n')>J，が従う。このがを固定するon'豆伐

の場合を考える。 C命題6.5]， より， く1jf(n'); 

ν(B， n')> =く1jf(n);ν(B， n')・2nーが〉。故に，

陳述12，及び， ν(B，n)の最大性， より， ν(B，
n')・2n-n'孟ν(B，n)。故に， [命題4.1J，より，

く1jf(n);ν(B， n')・2H→')三く1jf(n);ν(B， n)>。

故に，く1jf(n') ;ν(B， n'))亘く1jf(n);ν(B， n)>。

故に，Bnく1jf(nう;ν(B，n')>CBnく1jf(n);ν 

(B， n)>。故に，XEB日く1jf(n);ν(B， n)>。とこ

ろが，陳述14，より，Bnく1jf(n);ν(B， n)> r;;; 
Bnく1jf(n);ν(B， n) +1>。故に，xEBnく1jf(n); 
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レ(B，n)十1)。次に n誕n'，の場合を考える。

鏡述14，より B丹くW(n');ν(B， n'))長Bn

く核抑);ν(B， n)十1>。 設に xfB行く事r(n); 

ν(B，紛+1>。放に， fXfC，なる任意の Zに対

して，釘BnくW(n);ν(B，紛十l)J，が従う G

諌述叫が能う。

陳述170 fnE的なる佳意の n に対して， P(B 

nくザ(n);バB，n)))三三P(C)話PCBnく型't(n); 
ν(B， n) +l>)Jo 

これは， fCEa， 11つ，Pはa
であるよなる事，及び，猿述15， 及び， 諜述

16，より，従う。

諌述180 fnω，なる在意の nに対して，

(-1) 12";J手P(C)-p'P(B)語1/2錫J，

'a:'示す。

匁E剖，なる任意の匁

び，諜述13，より，

る。諌述12，

p(Bnく事r(的:ν(B，n)))三五p'P(B)謡P(Bn 
くW(n);ν(B， n)今1>)。

一方， <事r(η); !I(B， n))打W(n)(ν(B，n)や1)

Z φ，より，p(BnくW(n);ν(B， n)十I))=P

(βnくW(n);ν(B， n)))十P(B丹グ切)(ν(β， n) 

+1))，が従う。放に，陳述17，より，

-P(B打撃r(n)(ν(B， n)十1))話番P(C)-p'PくB)

語p(BnW(n)(ν(B，同十1))，

う。一方， fP札イに対して駿一致す

る，a上の定議的確率， であるJ， なる事，及
び， [命題Sユより，

rp(B円ψ(紛らくB，n)十1))三三P(WC紛ら(B，n) 

十1))，立つ，P(W(n) (ν(B，n)十1))コ=1/2nJ。

放に

(-1) 12"議長P(C)ーρ.P(β〉逗1/2"0

操述18，が従う。

陳述190 rcぞa，且つ，
p.P(B)Jo 

立つ，P(C) 

これは， Cの定義，及び?陳述18，及び， rBm 
く1/2";銘ω)=0，なっ limく(-1)12";政的〉

出 OJ，より，詑う。

諌述19，は，脅理法の為の恨定，に反する。

3J，が従う。

結論達が従う。 E重E明終]。

参考文縁遠。

[IJ デーデキン 1'，品リウス ヴィルヘノレム リヒ
ャノレトくDed法ind，Julius Wilhelm Richard)， 
著，河野伊三郎，訳， (1961)， ~童文について一一巡
続性と数の本質一ーム袋波文庫 (33-924-1)，務

東京。

この訳書には， r第一策連続伎と無線数J，及
び， r第二銭数とは何か，何であるべきかJ，の，
2個の論文患が‘収められている。また， 141頁
から 163頁設で，において， 訳え号、による解説が，

付加されている。第一策氏

D母dekind，R， (1872)， St邑tigkeitund irr設穐
tionale Zahlen， von Friedr， Vi告weg& Sohn， 
Verlag， Braunschweig. 

からの邦訳であり，また，

D合dekind，R， (1887)， W部 sindund w部
sollen di邑 Zahlen?von Friedr. View日g& 
Sohn， V母rlag，Braunschweig， 

からの邦訳である。第二篤に対する第一妓序文，
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(この序文は， ハノレツブルク (Harzburg)にお

いて， 1887年， 10月5日，に書かれた)，の，官頭
の2個の文達，において， デーデキントは次の様

に述べている。

E河野氏訳]。証明できることは，科学において
は証明なしに信頼すべきで

んなにも明白であるように思われるのに，私の信

ずるところでは，最も単純な科学，すなわち数の

理論を取り扱う論理学の部分， の基礎を研究する

に当ってさえも， 最近の叙述*)によってさえも

決して満たされているとは見なせないのである。

[訳文引用終]。

元の訳文は縦書きであり， r述勺j，の部分は，
元の訳文においては r述*j， となっている。こ
の星印は，この箇所に対応する， 原文における箇

所， に，対する， デーデキントによる，脚註，

の， 存在， を， 示す。また， この脚註に対応す

る，河野氏による，訳，は， [1 J，における， 42 
頁から43頁にかけて， 存在している。また， こ

の，原註に対する，訳，において，河野氏は， r訳
者註j， と断わった上で， 補促的註を添加してい

る。なお，原文は次の様である。

[原文JoWas beweisbar ist， sol1 in der 
Wiss巴nschaftnicht ohne Beweis geglaubt 

werden. So einleuchtend diese Forderung 

erscheint， so ist sie doch， wie ich glaube， 
selbst bei der Begrundung der einfachsten 

Wissenschaft， namlich desjenigen Tei1es der 
Logik， we1cher die Lehre von den Zahl巴n
behandelt， auch nach den neuesten Darstel-
lungenつnochkeineswegs als erfullt anzu-
sehen. [原文引用終]。

この第二篇に対する， 第二版序文， (この序文

は，ハルツブルクにおいて， 1893年 8月24日，

に書かれた)，において，デーデキントは， r無限
の定妻むに対する彼の強い関心が， 彼がこの論述

を展開する事，への，動機，を， 与えるに至った

事，を，述べている。しかし筆者は，この論文

を，有限集合の概念，に対する，方法論的基礎づ

けを確立した，一個の論述である，と， 視るので

ある。つまり， rrr自然数系列の概念が，既に確定
しているj，なる前提の下に， 有限集合の概念，

を， この自然数系列の属性達によって，規定す

るj，なる立場，ではなく，rrその集合は有限集合
であるj，なる陳述を，その問題となっている，任

意の，しかしながら固定された，集合，が，所有

する，一個の属性，に，基づいて，規定するj，な

る立場，に，立脚するj，と，言う意味において，

自己完結的である，一個の有限論，を，確立した，

一個の論述て、ある，と，視るのである。

[2J 日本数学会編集， (1985)， ~岩波数学辞典， 第
3版J]，岩波書庖，東京。

この辞典の， 839頁，左倶U，に， 参考文献達が
在るのだが，そこに在る，サヴェジ氏の主著， (筆

者のこの論文における文献 [3J)， の表題におい

て， rfoundationj， となっているのは， rfounda-

tionsj，としなければならなL、。

[ 3 J Savage， Leonard 五mmie，(1972)， The 
Foundations 01 Statistics， Second Revised 
Edition， Dover Publications， NewYork，但
しこの著書に対する第1版は， 1954年に， John 
Wi1ey & Sons， New York，より出版されてい

る。

[4J 園信太郎， (1987年3月)， rSavageの行為の
或抽象化， Dedekindの数，個人的確率，及び，
von Neumann-Morgenstern効用，についてj，

経済学研究(北海道大学)，第36巻第4号， 1(457)-

16(472)。

[5J 国信太郎， (1988年3月)， rサヴェジ氏の哲学

に対する簡潔なる序説j，経済学研究(北海道大

学)，第37巻第4号， 48(488)-61(501)。

この論文 [5Jの論体に対して，吉野悦雄経済
学博士(ワノレシャワ中央計画統計大学)， より，激

甚的批判を受けた事，を，付記しておく。しかし

ながら，そしてまた， 当然の事ながら，今回のこ

の論文も亦，この論体を，増強的に継承する事，

と，なったのである。

謝辞。

近代経済研究会 (1988年 1月30日，土，北海道大
学経済学部)， において，貴重なる時聞を割いて， 筆

者の脳髄に生産的なる刺激を与えて下さった， 小林好

宏先生(北海道大学経済学部)， そして， 今泉佳久先

生(北海道大学経済学部， 当時)， さらにまた， 発表

の場所を設定して下さった，増田辰良助手(北海道大

学経済学部)，への謝辞，を，ここに記す。

(1988年 3月，了)
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